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岡山醫科大學病理學教室(指 導 田部教授)

助手 醫學士 中 村 俊 雄

[昭 和11年11月13日 受 稿]

Aus dem Pathologischen Institut der Medizinischen Fakultat

(Leiter: Prof. Dr. H. Tanabe).

Uber das Verhalten der endokrinen Organe

bei der Frakturheilung.

Von

Toshio Nakamura.

Eingegangen am 13. November 1936.

Uber das Verhalten, das bei der Naturheilung einer Fraktur dieend endokrinen

Drusen des betreffenden Individuums zeigen, haben wir bis jetzt ausser den Unter-

suchungen von Enrique, Goldner und Akiyoshi uber die Thymusdruse noch kaum

bericht erhalten. Der Verfasser hat vormals uber die bestimmten morphologischen

Veranderungen mitgeteilt, die die mit der Knochenregeneration eng zusammenhangen-

den Hypophyse, Schilddruse und Epithelkorperchen nach Knochenbruchen ergeben.

In dem vorliegenden Experimente wurden ferner die morphologischen Verschiebungen

dieser innersekretorischen Organe bei den verschiedenen Heilungsstadien der Fraktur

beobachtet, wobei der Verfasser sie mit den histologischen Befunden der Frakturstelle

verglich.

Als Versuchstier gebrauchte er 82 weisse Ratten, von denen 20 als Kontrolltier

benutzt wurden. Nachdem der Verfasser die beiden Femura hatte brechen lassen,

liess er die Tiere in diesem Zustande, ohne die Festsetzung vorzunehmen. Zwischem

1 Tage und 12 Wochen schlachtete er die Tiere, um die histologischen Untersuchungen

der Frakturstelle, Hypophyse, Schilddruse, der Epithelkorperchen und des Thymus
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anzustellen. Der Verfasser teilte den Heilungsprozess der Fraktur in dem Experimente

auf Grund der hauptsachlichen Merkmale, der Starke der Neubildung sowie der Dif-

ferenzierung des Knochenkeimgewebes und der Apposition sowie der Resorption der

Knochenmasse, in dem Frakturheilungsvorgangen in verschiedenen Stadien ein. Ge-

mass dieser Klassifikation beobachtete der Verfasser die Zustande der innersekretori-

schen Organe bei der Frakturheilung und erlangte die unten kurz zu beschreibenden

Ergebnisse.

Die basophilen und die differenzierten chromophoben Zellen der Hypophyse bei

den Tieren mit Fraktur werden mit dem Vorschreiten der Differenzierung der Knochen-

keime vergrossert, indem es dabei zur Losung der Sekretgranula kommt.• Auch die

granulolytische sowie -kinetische Form vermehrt sich. Obwohl auch in den oxyphilen
Zellen die Verminderung der Granula und mit der Erstarkung der Differenzierung der

Knochenkeime die granulokinetische Form zustande bringt, ist das nicht so auffallig

wie bei beiden ersteren. Die Hauptzellen nehmen in dem Stadium der starken Dif-

ferenzierung der Knochenkeime am meisten ab. Diese Veranderungen des Vorder-

lappens klingen mit der Verminderung der Differenzierungsvorgange der Kuochenkeime

allmahlich ab, bis es zum normalen Zustande kommt. In den Zwischenlappenzellen

vermehrt sich die hypertrophische Form, was ungefahr mit dem Stadium der starken

Resorptionsvorgange der Knochenmasse einhergeht.

Bei der Schilddruse machen sich mit dem Beginn der Resorption der Knochenmasse

nach Fraktur die Verdunnung und Resorption von Kolloid bemerkbar, dann nehmen

sie zu oder ab, je nachdem die Resorptionsvorgange der Knochenmasse starker oder

schwacher werden.

Die Epithelkorperchen erfahren nach Fraktur die Hypertrophie der Hauptzellen

sowie die Vermehrung ihrer wasserhellen Zellen, was etwa den Appositionen der

Knochenmasse Parallel geht.

Bei Thymus wird die Dichtigkeit der kleinen Rindenzellen nicht so erheblich ver-

andert. Sie scheint zu schwanken, ungefahr den Resorptionsvorgangen der Knochen-

masse entsprechend. Was die Hassalsche Korperchen betrifft, so kommen mit der

Differenzierung des Knochenkeimgewebes und der Apposition der Knochenmasse ihre

Neubildung und Hypertrophie zustande.

Aus obigen Ergebnissen ist also der Beweiss erbracht, dass die Knochenfraktur

die bestimmten histologischen Veranderungen in den endokrinen Organen zustande

bringt, die mit dem Vorschreiten der Heilungsprozesse an der Frakturstelle innig

einhergehen. ( Autoreferat)
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第1章 緒 言

内分泌諸臟器ガ骨折治癒ニ對シ テ重要ナル

意義 ヲ有 スル事ハ之等内分泌諸臟器 ノ機能障

碍或ハ内分泌物質投與ガ骨折治癒機轉ニ及ボ

ス影響ニ關 スル多數 ノ研究業績ニヨリテ知 ラ

レタル所ナリ.サ レド之等知見ハ多クハ内分

泌腺ノ機能異常時ニ於 ケル骨折局所ノ觀察ニ

基ケルモノニシテ,骨 折ノ自然治癒ニ際シテ,

其ノ個體 ノ諸内分泌腺ガ如何ナル態度ヲ示 ス

ヤニ就テハ未ダ知 ラレズ.唯 僅ニEnrigue,

Goldner,秋 吉 ノ胸 腺 ニ 關 スル研 究 アル ノ外

殆 ド文獻ニ 接 セズ.余 等 ハ曩ニ 骨 再 生ニ 緊 密

ナル 關 係 ア リト セ ラル ル腦 下 垂體,上 皮 小體

及 ビ甲 状腺 ガ骨 折 時ニ 現 ス一 定 ノ形態 學 的變

化ニ 就 テ報 告 スル所 ア リシガ更ニ 之 等 各 内 分

泌 腺殊ニ腦 下 垂 體,甲 状 腺,上 皮 小體,胸 腺

ハ骨折 治癒 ノ諸 期ニ 於 テ如 何 ナ ル 形態 學 的 推

移 ヲ呈 スル ヤニ就 テ 骨折 局所 ノ組 織 學 的 所 見

トノ比 較觀 察 ヲ行 ヒ,之 等諸 内 分 泌 腺 ノ態 度

ハ骨折 治癒 機 轉 ノ消 長ト 一定 密 接 ナ ル關 聯 性

ヲ有 スル コ トヲ證 明 シ得 タ ルヲ 以 テ爰ニ其 ノ

成績 ヲ述ベ ン トス.

第2章 研 究 方 法

1) 實驗動物

實驗動物 トシテハ白鼠82匹 ヲ用 ヒ,可及的條件

ノ一致 ヲ計 ルタメニ體重110-150gノ 雄性 ヲ選 ビ

當教室ニ テ1週 以上飼養 シタル後之 ヲ使用セリ.

食餌 トシテ玄米,小 米,青 菜,水 ヲ與ヘ 猶室温 ヲ

略ボ 一定 トシ採光及 ビ清潔 ヲ顧慮 セ リ.

2) 實驗方法

兩側大腿中央 部 ヲ非觀血的ニ 骨折セ シメ固定 ヲ

施 ス事ナクシテ放置 シ後1日,3日,5日,7日,2

週,3週,4週,5週,6週,7週,8週,12週 ノ時日

ヲ經 テ屠 殺シ各 々3-10匹 宛 ノ例ニ 於 テ合計62匹

ヲ觀察 シタリ.

以上 ノ實驗 ハ主ト シテ冬期(11月-4月)ニ 行 ヒ

タ リ.

3) 檢 査法

骨折 局所 ハ 可及的軟 部組織 モ共ニ 檢査ニ 便ナル

如 ク取 リOrt氏 液ニ 固定後2.5-5.0%ノ 硝酸 ニ

テ脱灰 シ,Paraffin包 埋 法ヲ行 ヒ タル後主 トシテ

Hamatoxylin-Eosin染 色法,必 要ニ 應 ジテvan

Gieson氏 染 色法及 ビAzan氏 染色法 ヲ行 ヒタリ.
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内分 泌 臟 器ニ 於 テ ハ腦 下垂 體 ハ10% Formalin及

ビda Fano氏 液ニ テ 固定 シ,其 ノ他 ノ内 分 泌 腺

即 チ甲 状 腺,上 皮 小 體,胸 線 ハ10% Formalinニ

テ固 定 シ何 レモParaffin包 埋 法 ヲ行 ヒテ連 續 切 片

ヲ製 作 セ リ.染 色 ハ 主 トシテHamatoxylin-Eosin

ヲ用 ヒ タル モ,腦 下 垂 體ニ 於 テ ハ特ニMallory氏

染 色 法ニヨ ル 所 見ニ 重 點 ヲ置 ケ リ.猶Eosin-

Hamatoxylin染 色 法,van Gieson氏 染 色 法 ハ 必

要ニ 應 ジテ施行 セ リ.

第3章 實 驗 成 績

第1節 實 驗 動 物ニ 於 ケル 骨折 局所

ノ所 見

骨 折動物62例ニ 於 ケ ル骨折局所 ノ所見 ハ各例

ニ就テ詳細 記述 スル ノ繁雜 ヲ避 ケテ其 ノ要點 ヲ別

ニ表記 セ リ.

第1表 骨折動物ニ於ケル骨折局所所見
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今茲ニ之等實驗例 ノ骨折局所 ノ總括的所見 ヲ記

述 スルニ次 ノ如 シ.

本 實驗動物ニ 於 ケル骨折局所 ノ治癒機轉 ハ正常

ノ經過 ヲ トル場 合ハ骨折部大腿 骨内外 ノ骨芽組 織

ノ増殖ニ 始 マ リ,次 イデ骨芽組 織ハ軟骨 ヲ經 ルカ

或 ハ直接ニ 骨樣組織 トナ リテ遂ニ 骨組織ニ 分化 ヲ
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行 ヒテ假骨 ノ梁状化 ヲ終ル.而 シテ一方骨梁 ノ形

成始 マルヤ骨 梁面ニ新生骨 ノ添 加,次 イデ平滑萎

縮 及ビ破骨細胞ニ ヨル吸收 ガ起リ,外 カ ノ作用 ス

ル宮能 上,必 要 ノ位置ニ アルモノハ機能的適應 ニ

ヨ リ骨質添加サ レテ強大 トナ リ,無 用 ノ部位ハ吸

收 ヲ受 ケテ菲薄 トナ リテ 消 失 ス.即 チ骨 ノ改造

(Knochenumbau)ガ 行ハ レル.斯 クシテ骨 ノ外

周 ニ骨板 ヲ形成 シ骨折片ハ吸收サ レテ上下 ノ骨髓

腔 ハ完全ニ 貫通スルニ至 リテ完全治癒状態ニ 到達

ス.然 ルニ異常 ノ經過 ヲ取 レル場合ニ於 テハ骨芽

組織 ノ増殖或 ハ軟骨組織 ノ多量ニ 認 メラルルモ ノ

ア リ,又 骨芽 組織 ノ結締織 化.或 ハ軟骨組織 ト結

締織 トノ移行像 ノ状態ニ 止マ リテ直接或ハ間接骨

分化 ノ著 シク減退 セルモ ノヲ認 メラル.又 骨改造

ニ於テハ正常 ノ經過 ヲ トルモノニ比 シテ稍 々減弱

セル モノアルモ或ハ之 ト反對ニ 旺盛 ヲ見 ルモ ノア

リ.或 ハ骨質添加 ノミ旺盛ニ シテ吸收 ノ減弱 セル

モ ノ等 ア リ.本 實驗例ニ 於テハ骨芽分化 ノ旺盛 ナ

ル時期以後 ノ例ニ 於テ異常經過 ヲ トリテ不 完全治

癒 ノ状態 ヲ確認 セルモ ノ多カリ キ.

以上 ノ骨折治癒機轉 ト經過期日 トノ關 係ヲ觀 ル

ニ本實驗ニ 於テハ骨芽組織 ノ増殖ハ既ニ 骨折後24

時間後ニ 於テ認 メラレ,骨 折後5日 頃迄 ハ漸次ニ

骨芽組織 ノ増殖ハ著明 トナ リ.ソ レ以後ハ2週 時

頃 ヨ リ時 日ヲ經ルニ ツレテ次第 ニ増殖力 ハ減弱 シ

テ4週 以後 ハ全 ク増殖 ノ像 ヲ認 メシメズ.サ レド

之等骨芽 組織 ハ3日 頃 ヨリ軟骨樣假骨及ビ骨 樣假

骨ニ 分化サルル ノ状 ヲ僅 ニ認 ムルニ至 リ5日 ニ於

テハ軟骨樣假 骨ハ軟骨假骨,骨 樣假骨ハ一 部骨梁

ノ形成 ヲ開始セ リ.骨 折後1週 時ニ於 ケル モノニ

テハ軟骨組織 ノ一部 ハ破壞 ニヨリテ軟骨梁 ヲ形成

シ,更 ニ之ガ骨梁化 ヲ認 メ得 ルモ ノア リ.サ レ ド

未 ダ斯 ル軟骨 組織ヨ リノ骨梁化 ヲ認 メザルモ ノア

リテ,其 ノ足 竝 ニ 一部不揃 ヒヲ認 メラル.斯 ノ如

キ直接分化及ビ軟骨 ヨリスル間接分化 ハ必 ズ シモ

併行セザ ルモ2週 時及 ビ3週 時ニ 於 テハ骨分化ハ

最 モ旺盛 ヲ極ム.4週 時ハ漸次ニ 骨 分化 ハ減退 ス

ルニ至 リ,5週 以後 ノモ ノニア リテハ骨分化 ハ甚

ダ シク僅少ニ 殘留 セル ノミ トナルモ ノ多 ク,中 ニ

ハ殆 ド停止 セルガ如 キモノアルモ一部 ノモ ノニテ

ハ骨分化 ハ全 ク4週 時 ト同樣 ノ状 ヲ呈 スルモ ノア

リ.一 方骨改 造機轉ニ 於 テハ骨折後5日 以後骨 梁

形成 ノ進展ニ 伴 ヒテ開 姶サ レ,造 骨細胞 増殖 シテ

骨梁内面ニ骨質添加作 用 ヲ起 シ,2-3週 時 ノ骨 梁

形成 ノ旺盛ナル時ニ 於 テハ同時ニ 旺盛 ナ リ.猶4

遇以後骨芽分 化 ノ減弱 スル時期ニ 於 テハ添加 作用

ハ稍 々減弱 セルモ猶旺盛ナル状 ヲ呈 ス.5週 以後

ノ骨分化 ノ僅ニ 殘存 セル時期ニ 於 テハ添加作用 ハ

減弱 セルモ ノ,旺 盛 ナルモ ノア リテ一 定 セズ,減

退 期以後ニ 於 テハ添加作用ニ 時期的關係 ヲ認 メシ

メズ.

骨質吸收作用 ハ骨新生 及ビ骨 質 添 加 作 用 ヨ リ

稍 々遲 レテ1週 時 ヨリ僅ニ 認 メラルルモ ノア リ又

未ダ1週 時ニ 於テハ之 ヲ認 メザル モノア リテ,吸

收 作用 ノ開始ニ 稍々遲速 ヲ見 ルモ2週 時ニ ハ既 ニ

何 レニ テ モ吸收 ヲ認 メラレ2-3週 ト時期 ノ進 ム

ニツレテ吸收 作用 ハ進展 ヲ來 セ リ.而 シテ4週 以

後 ノ骨 分化減退 スル時期ニ 於 テハ猶吸收作用稍 々

減弱 スルモ ノアルモ一般ニ ハ未 ダ旺盛ニ シテ5週

以後 ノ骨分化僅ニ 殘存 ヲ見 ル ノ時期ニ 於 テハ甚 シ

ク不定ニ シテ添加作 用 ト同樣ニ 時期的關係 ヲ認 メ

ラレズ.即 チ骨改造現象 ハ骨芽分化旺 盛期及ビ 骨

芽分化減退 期ニ至 ル迄 ハ質的竝ニ 量的ニ 骨折後 ノ

經過期 日 ト一定 ノ關係 ヲ有 スル モ骨芽 分化殘存期

ニ於 テハ一 定 セズ.即 チ骨改造(添 加竝ニ 吸收 共

ニ)ノ 旺盛 ナルモ ノ,添 加作用 ノミ旺盛 ニ シテ吸

收 作用 ノ弱 キモ ノ,吸 收作 用旺盛ニ シテ添加作用

弱 キモ ノノ3種 ノ場合 アル ヲ區別 シ得 タ リ.又12

週 ヲ經過 セルモ ノニ於 テ骨芽 組織 ノ分化 ハ全 ク停

止 シテ完全ニ骨 梁化 シ,吸 收作用ハ甚 シク緩漫 ニ
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シテ添加作用 ノミ猶旺盛 ナルタメニ假 骨ハ甚 シク

大 トナ リテ上下 ノ骨幹 ハコ ノ太 キ骨梁 ニヨ リテ連

絡 サ レ,骨 髓腔形成貧弱 ナ ル モ ノ4例 ヲ經驗 セ

リ.

敍 上本實驗例ニ 於 ケル骨折局所 ノ組織學 的所見

ト之ガ經過時 日 トノ關係 ヲ一括表示 スレバ次 ノ如

シ.

第2表

即チ本實驗ニ 於 ケル骨折局所 ノ所見ハ骨折直後

ヨリ第4週 時 ニ至ル間 ハ骨新生竝ニ 骨改造 ノ2機

轉 ガ各例 ニ於テ骨折後 ノ日數ニ應 ジテ略ボ一 定ナ

ル發現 ヲナス モ,第5週 時以後ニ 於テハ骨新 生竝

ニ殊 ニ骨改造機轉 ト骨折後 ノ經過 日數 トノ關係ハ

不規則 ニシテ骨新生又ハ改造 ノ種 々ナル程度 ノ所

見 ヲ交ヘ,又 ハ第4週 型所見 ヲ第5,第6週 時ニ於

テ認ムル コ トア リ,隨 ツテ本實驗動物 ニ於 ケル骨

折治癒機轉 ハ其 ノ經過 日數 ト必 ズシモ一致 シテ進

行 セズ骨折後第4週 迄 ハ經過期 日ヲ以 テ治癒機轉

ノ進行程度 ヲ示 シ得ル モ,以 後 ノ時期ニ 於テハ骨

折後 ノ治癒經過 ノ諸期 ヲ單ニ 經過 日數 ヲ以テ表ハ

スハ妥當ニ 非 ズ.依 ツテ余ハ4週 時迄 ヲ骨折治癒

前期 トナシ,以 後 ヲ後期 トシ,之 等實驗例ニ 於 ケ

ル骨折治癒經過 ノ各期 ヲ骨折治癒機轉 ノ主要 ナル

組織學的特徴ニ 基 キテ次 ノ如 ク分類 シタ リ.

骨折治癒前期

第I期 骨芽組織新生期(骨 芽

増殖ノミ存スル時期)

第II期 骨芽組織分化初期

骨質添加初期

骨質吸收初期

第III期 骨芽組織分化旺盛期

(骨質添加旺盛竝ニ骨

質吸收漸次亢進ヲ伴フ

時期)

第IIII期 骨芽組織分化減退期

(骨改造即チ骨質添加

及ビ吸收共ニ旺盛ナル

時期)

骨折治癒後期

第V期 骨芽組織分化殘存期

A. 骨 改造旺盛(添 加,

吸收 共ニ)

B. 骨質添加 ノ ミ旺盛

(吸收減弱)

C. 骨質吸收旺盛(添

加減弱)

第VI期 骨芽 組織分化消失 期

骨 質添加 ノミ旺 盛

余ハ上記 ニヨ リ以下骨 折治癒 諸期 ニ於 ケル内分

泌諸臟器 ノ態度 ヲ骨折治癒第I期,第II期 等 ノ諸

期ニ 分 チテ述 ブルコ トトシタリ.因 ミニ骨折治癒

後期ニ 於 テ第4週 時 ト同樣 ノ所見 ヲ呈 スルモ ノハ

之 ヲ第IIII期ニ繰 入 レタ リ.
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第2節 實驗動物ニ於ケル腦下垂體

ノ所見

對照動物中5例 及ビ骨折動物中50例ニ 於 ケル

腦下垂體 ノ組織學的所見ハ 之 ヲ第3表ニ 概 示 ス

ルニ止 メ,詳 細 ナル所見 ヲ以下總 括的ラ 敍述 スベ

シ.

第3表 實驗動物ニ於ケル腦下垂體所見
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第1項 對 照動 物ニ 於 ケル腦 下 垂 體

ノ所 見

前葉 ハ多數 ノ腺胞 ヨリ成 リ,其 ノ腺胞 ハ周邊 ハ

毛細管ニ接ス.而 シテ腺胞 ノ周 邊ニ於 ラ略ボ1列

ニ好酸性細胞排列 シ,(胞體 ハ圓形,多 角形,或 ハ

方形,稀ニ 稍 々圓錐形ニ 近キモ ノア リテ)之 等 ノ

細胞 ハ血管壁ニ 接在 ス.之 等好酸性細胞 ノ内側即

チ腺胞 ノ中心部ニ主細胞群 ヲ入ル,主 細胞ハ充實

セル集團 ヲナシテ存在 シ,斯 ル集 團ヲ形成 スル主

細胞 中ニ於テ胞體ニ 乏 シク分泌顆粒 ヲ有 セザル核

集簇(Kernhaufen)ガ 多數 ヲ占ムルモ,胞 體 ヲ有

スル主細胞 モ少 數ニ認 メラル.猶 之等 ノ主細胞 間

ニ好酸性細胞 ノ出現セルモ ノアルモ其 ノ數ハ僅 少

ナルヲ常 トス.好 鹽基性細胞ハ多 クハ散在性ニ 見

ラルルニ過 ギズ且主 トシテ好酸性細胞 ハ排列 位 ニ

交 リテ現ル.

之等前葉ニ 於 ケル各種細胞 ノ量的關係 ハ部位 ニ

ヨリテ多少 ノ相違 ヲ認 メ得 ルモ,好 酸性細胞ト 主

細胞ハ略 ボ同數カ或ハ稍 々主細胞 ノ優勢 ヲ示 ス.

好鹽基性細胞ハ其 ノ數量ニ 於テ前 ノ2者ニ 比 シテ

甚 ダ僅少 ニシテ主 トシテ腺胞 ノ周邊部即チ好酸性

細胞 ノ位置ニ散在性ニ存 スルニ過 ギズ.時ニ 限 局

性 ニ好酸性細胞,好 鹽基性細胞,主 細胞 ノ内一 種

ノミガ比較的 多數 ヲ占ムルコ トアルモ,其 ノ多 ク

ハ前葉周邊 ニ偏在 スル コ トアル ノミニ シテ中心部

ニ近 キ位置ニ於 テハ各種細胞 ノ數量的關係ハ比較

的一定セルガ如 シ.

之等前葉各種細胞 ノ形態及 ビ顆粒 ノ状態 ヲ檢 ス

ルニ好酸 性細胞 ノ顆粒 ハ稍 々疏ナルモ ノ少數ニ 認

メ得ルモ一般 ニハ密在 シ,其 ノ細胞 ハ胞體 壓縮サ

レテ變形 ヲ呈 スルモ ノ多 ク,胞 體大ニ シテ壓縮變

形セズ シテ略 ボ圓形ニ膨滿 セルモノ之ニ次 グ.之

等ハ主 トシテ前記 ノ胞腺周邊部ニ 存在スルモ ノナ

ルモ中心部ニ 存 スルモ ノハ其 ノ胞體小 ニシテ顆粒

モ疏ナリ.又 少數 ノモ ノニ於テハ胞體大ナ ラズ シ

テ核 ノ周圍ニ 無顆粒或 ハ甚 ダ疏 ナル顆粒 ヲ有 スル

比較的明 カナル明庭 ヲ見 ルモ ノア リ.好 鹽 基性細

胞ハ顆 粒ハ密 在スルモ ノ多 キモ,其 ノ多 クハ略ボ

多邊形 ヲ呈ス ルモ ノ多 シ.主 細胞ニ 於テハ胞體 ニ

乏 シク顆粒 ヲ有セザル主細胞 ノ外ニ 少數 ノ無顆 粒

ノ胞體 ヲ有 スルモ ノヲ認 メ,稀ニ ハ嫌色 性 ノ顆 粒

ヲ藏 スル胞體 ヲ有スルモ ノア リ.猶對 照 動物ニ 於

テ甚 ダ稀ニ ハ前記 ノ嫌色性顆粒 ヲ有 スル嫌色細胞

及ビ好酸性細胞,好 鹽基性細胞 ノ各々ニ 於テ,其

ノ顆粒 ノ一部散在性 トナ リ,胞 體 ノ一部水樣透 明

トナレルモ ノ,或 ハ分泌顆粒 ノ局限 性集積 ヲ示 シ

胞體一樣ニ 著 シク水樣透 明 トナルモノ,又 好酸性

細胞 及ビ好鹽基性細胞ニ 於テ分泌顆 粒ハ等質 トナ

リ胞 體小 ナルモノ等 ヲ認 メ得 ラル.

中葉細胞ハ胞體ハ主 トシテ小ニ シテ暗色 ヲ呈 ス

ルモ ノ多 ク所 々ニ疏 ナル原形質 ヲ有ス ルモ ノア リ

核ハ圓形或 ハ橢圓形 ヲ呈 シ稍 々染 色質ニ 富ム.

第2項 骨折 動 物ニ 於ケル 腦 下 垂 體 所 見

A) 骨 折治癒 前期ニ 於 ケル所見

骨折治癒第I期ニ 於 テハ好酸性細胞ハ一 般ニ 胞

體倭小 シ顆粒ハ多少 疏 トナ リ核 ノ周邊ニ 小ナル明

庭 ヲ有スルモノ多ク,又 顆粒ハ甚ダ稀薄ナルモ ノ

ヲ認 メ得.全 體 トシテ ノ數量ハ對照ニ 比 シテ大差

ナキモ顆粒減少 ノ タメ減數 セルガ如 ク見 ユ.好 鹽

基細胞 ハ稍 々増加 シ且胞 體ハ肥大 シ,顆 粒稍 々疏

ナルモ ノ多 ク少數乍 ラ一部ニ 於テハ顆粒散在性 ト

ナ リテ胞體 ノ一部ハ水樣透明 トナレル肥大型 ヲ認

ム.嫌 色細胞 中主細胞 ハ稍 々減 數ヲ來 セルモ嫌色

性顆粒 ヲ侍 スル細胞 ノ肥大 セルモ ノヲ腺胞 ノ中心

部ニ 所々 ニ認 メラル.中 葉 細胞 ハ對照 ト殆 ド同樣

ノ像 ヲ呈 シ胞體暗色 ナル小細胞 ヨ リナル.

骨折治癒第II期ニ於 テハ好酸性細胞 ハ數量ニ於

テハ最 モ多 キモ對照 ニ比 シテ大差ナ ク,時ニ 稍 々

増加 セルモ ノア リ.腺 胞ノ周 邊ニ ハ分 泌顆粒 ハ密
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在 シテ胞體ハ略 ボ圓形ニ 近 ク壓迫變形 ヲ呈 セザル

モ ノヲ少數ニ 認 メ得ルモ 一般ニ ハ胞體 ハ小 トナ リ

テ顆 粒ハ減少 シ且疏 トナルモ ノ甚 ダ多數 ヲ占 メ,

胞體 ノ邊縁ニ 顆粒限局 シ核周 邊ニ水 樣透明 ナル明

庭 ヲ有 スルモ ノ多 ク或ハ少數ニ 於テ圓形ニ 肥大 シ

テ分泌顆粒 ノ1側ニ 偏在 シ.他 方ハ水 樣透明 ナル

胞體 トナ レル好酸 性細胞 ヲ見 ル モノア リ.好 鹽基

性細胞ハ多邊形ニ シテ顆粒密ナ ルモノハ甚 ダ少 ク

多 クハ圓形 ヲ呈 シ而 モ顆粒 ノ散在性 トナ リテ顆粒

ハ疏 トナルカ或 ハ胞體 ノ一部 ガ水樣透 明ト ナ レル

像 ヲ呈 スル細胞 ヲ増加 セルヲ見 ル.即 チ斯 ル好鹽

基 性細胞ハ顆粒 甚ダ疏 トナルタメニ一見 シテ好鹽

基 性細胞 ハ反 ツテ減少 セル ノ感 ヲ與 フ.嫌 色細胞

中 主細胞 ハ甚ダ滅少 シ腺胞 ノ中心部ニ 僅ニ 存 ス.

コノ期ニ 於テハ肥大 セル胞體中ニ 嫌色性 ノ疏 ナル

分泌顆粒 ヲ充 タスモ ノ及ビ其 ノ胞體 ノ一部水樣 ト

ナ レル一種 ノ嫌色細胞 ヲ主細胞 ノ位置ニ 認 メ ラ

ル.中 葉細胞ニ 於 テハ胞體大 ニシテ顆 粒 ノ疏 ナル

肥大型 ヲ散在性ニ認 メラレ,胞 體透明ナル肥 大型

ヲモ認 メシム.

骨折 治癒第III期ニ於 テハ好酸性細胞 ハ數量的ニ

ハ一般ニ 稍 々増加 ヲ認 ムルモ顆粒 ハ甚ダ減少 シ,

胞體中等 大ニ シテ顆粒 ノ比較的密 ナル細胞 ハ甚ダ

少 クシテ一般ニ 胞體 ノ大小ニ 拘 ラズ顆粒ハ疏 トナ

ルモ ノ多 ク殊ニ 核周邊 部ニ水 樣透明 ナル液 質 ヲ廣

ク容 レ.顆 粒ハ胞體 ノ周邊ニ 限局 セルモ ノヲ多數

ニ認 メ,或 ハ顆粒ハ限局性ニ ノミ見 ラレ胞體一樣

ニ水樣透明ニ 肥 大セル細胞 ヲ増加 セ リ.即 チ一見

顆粒減少 ニ ヨ リテ數量的 ニモ減少 ヲ思 ハ シム ル

モ,線 胞 ノ中心部ニ ハ甚ダ少 量 ノ顆粒 ヲ有 スル細

胞 ノ出現アル タメ全體 トシテ ノ數量ハ稍 々増加 セ

ルガ如 シ.サ レギ其 ノ大ナルモ ノモ好鹽 基性細胞

ノ大ナルモ ノニ比 スレバ小 ナ リ.好 鹽基性細胞 ハ

數量的 ニハ猶 多ク存在 スル モ對照動物ニ於 テ最 モ

多數ニ認 メラルル顆粒密在 セル多邊形 ヲ呈セ ル型

ノモ ノハ其 ノ數 ヲ減ジ,多 クハ胞體 圓形 ヲ呈 シ顆

粒 ハ散在性或ハ限 局性ニ 見 ラレ水樣透 明ナル所多

キWabigノ 細胞ト ナル.サ レ ド時 トシテ顆 粒密

ナル好鹽基性細胞ニ 於テ胞 體中境界鋭 利ナル空泡

形成 ヲ認ム ルモノ甚ダ少 數ナ レ ド認 メ得 タ リ.嫌

色細胞中主細胞 ハ前期ニ 比 シテ其 ノ數量ハ略 ボ同

樣 ニシテ減數 ヲ見 ルモ嫌色性顆 粒 ヲ有 スル細胞 ハ

肥大 シ胞體 ノ一部ニ 於テ嫌色性顆粒 ヲ認ム ルモ他

ハ一 樣ニ 水樣透明 ナル液質 ヲ入 レタル肥 大型 ヲ更

ニ増加 シ,其 ノ甚 シキモ ノハWabigト ナ リテ好

鹽基性細胞 ノ夫 レ ト一見區別 シ難 キモ ノ多 シ.猶

中葉細胞ニ 於 テモ殆 ド全般ニ 亙 リテ甚 ダ疏 ナル顆

粒 ヲ有スル細胞 トナリテ透 明度 ヲ増加 シ且肥大 セ

ル モノ増加 ヲ來セ リ.

骨折治癒 第IIII期ニ於 テハ好酸 性細胞 ハ數量的 ニ

ハ猶骨折治癒第III期 ト同 樣ニ僅ニ 増加 ヲ示 シ,胞

體 ノ一部水 樣ニ肥 大セルモ ノ猶多數ニ認 メラルル

モ骨折治癒第III期ニ比 シテ稍 々減弱 セ リ.胞 體 ハ

大小 アルモ顆粒ハ一 般ニ 疏 ニシテ減少 セルモ ノ多

ク,胞 體小 ニシテ胞 體 ノ周 邊 ニノ ミ僅 ニ顆粒 ヲ有

スルモ ノ多 數ニ存 シ,又 胞體 ノ1側 ハ顆粒豐富 ニ

シテ他 側ハ殆 ド水 樣 ノ内容 ヲ有 スルモ ノモ可成 リ

多 シ.猶 胞體大 ニ シテ顆粒 ノ密 ナルモ ノモ所 々ニ

混 在ス.好 鹽基 性細胞ハ一 般ニ 稍 々減少 ヲ來 セル

ガ如 キモ對照 ニ比 シテハ未 ダ稍 々多 キガ如ク,其

ノ胞體肥 大 シ一部或ハ一 樣ニ 水樣 ナル胞體 ヲ有 ス

ル細胞 モ猶多數ニ認 メ得ルモ疏 ナル顆 粒 ノ充 滿 セ

ルモ ノ及 ビ胞 體多邊形 トナ リテ顆粒 ノ密 在 スルモ

ノ増加 ヲ來 シ,或 ハ顆 粒密ナル胞體中ニ境 界鋭利

ナル空泡形成 ヲ起 セル好鹽基性細胞 ヲ所々ニ 認 メ

ラル.嫌 色細胞中主細胞 ハ腺胞 ノ中心部 ニ稍 々其

數 ヲ増 シ小 ニシテ透明 ナ ル 胞體 ヲ有 ス ル モ ノ多

シ.嫌 色性顆粒 ヲ有 スル胞體 ノ水樣 ニ肥大 セル細

胞 ノ肥大型 ハ稍 々減少 セルガ如 キモ中央部ニ 於 テ

ハ散在性ニ,周 邊部 ニハ稍 々著明ニ 認 メラル.中
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葉細胞ハ依然 トシテ肥大型 ノモ ノ多數ヲ占 メ稍 々

疏ナル顆粒 ヲ有スル肥大型 アルモ透 明肥大型 ガ多

數 ヲ占ム.

B) 骨折治癒後期ニ 於 ケル所見

骨折 治癒第V期A群(骨 質添加.吸 收共 ニ旺盛

ナル例)ニ テハ好酸性細胞 ハ全體 ノ數量 ハ對照 ニ

比 シテ略ボ同樣ナルカ或 ハ稍 々増加セル ノ状態 ニ

ア リ.胞 體中一樣ニ或 ハ部分的ニ水 樣透明 ナル部

ヲ有 スル肥 大細胞ハ稍 々減少セ ルモ一般ニ 胞體 ノ

大小混在 シ,顆 粒 ノ疏 ナルモ ノヲ多數ニ認 ム.サ

レ ド顆 粒 ノ密在 スル大ナル胞 體 ノ細胞 モ散在性 ニ

認ムル コ トヲ得.好 鹽基性細胞ハ數量的ニハ對照

ト略 ボ同樣ニシテ好鹽基性細胞 ノ胞體 ノ一部水樣

ニ肥大セルモ ノ存 スルモ甚 ダ減少 シ,之ニ 反 シテ

胞體稍々大ニ シテ疏 ナル顆粒 ノ充滿セルモ ノヲ見

ル.夫 等 ノ間ニ 散在性ニハ多邊形ニ シテ顆粒 ノ密

在 スル對照ニ多 キ型 ノ好鹽基性細胞 ヲ増加 スル ニ

至リ.空 泡形成 ヲ起 セルモ ノ少數ニ認 メラル.嫌

色細胞 中主細胞 ハ胞腺 ノ中心部ニ 集 在 セ ル モ ノ

稍 々増加 ヲ來 シ,嫌 色性顆粒 ヲ有 スル細胞ハ 周邉

部及 ビ或ハ時ニ 中心部ニ 散在性ニ肥大型 ヲ認 ムル

モ,多 クハ胞體中ニ稍 々疏 ナル顆粒 ヲ充 タスモ ノ

多 シ.中 葉細胞 ハ胞體肥大 セルモ ノ多 ク肥 大セル

胞體中ニ甚 ダ疏ナル顆粒ヲ 有 スルモ ノ多キモ,淡

明ナルモ ノモ多數ニ認 メラル.

骨 折治癒第V期B群(骨 質添加 ノミ旺盛ナル例)

ニテハ好酸性細胞ハ僅ニ 數量 ヲ増加 セルモ ノアル

モ一般ニ 對照ニ 等 シク好酸性細胞ハ大小種々ナル

胞體 ヲ有 スル モ一般ニ 胞體 ノ小 ナルモノ多 ク且顆

粒 ノ密ニ 存スルモ ノアルモ,稍 々疏 ナルモ ノモ亦

多數ニ 認 メラル.水 樣 ナル胞體 ヲ有 スル肥 大細胞

ハ殆 ド之 ヲ認 メラレザルモ,胞體 稍 々大 ニシテ顆

粒 ノ密 ナルモ ノ少數 ナレ ド認 メ得.對 鹽基性細胞

ハ數量的ニハ對照ト 略 ボ同 樣ニ シテ且水樣 ノ胞體

ヲ有スル肥大型 ハ甚ダ少 キカ或 ハ見 ラレザル状態

ニ シテ一般ニ 顆粒ニ 富ム多邊形 ノ中 等大 乃至稍 々

小 型 ノ好鹽 基性細胞 ガ多 ク空泡形成 ヲ有 スルモ ノ

モ僅 ニ認 メラル.嫌 色細胞 中主細胞ハ其 ノ數 ハ甚

ダ増 加 シラ對照 ト等 シキカ或ハ僅ニ 少 キカ ノ状態

ニア リ,且 肥 大セル嫌色性顆粒 ヲ有 スル細胞 ハ極

メテ少數ニ 周邊部ニ 認 メラル ルニ過 ギズ.中 葉細

胞 ハ暗色 ナル小細胞 ガ多數 ヲ占メ,少 數ニ肥 大 セ

ル淡 明或 ハ疏 ナル顆粒 ヲ有 スル細胞 ヲ認 メシム.

骨折治癒第V期C群(骨 質 吸收 ノ ミ旺盛ナル例)

ニ於テ上 下骨幹 ノ骨髓腔 モ完全ニ 貫通 シ,殘 留骨

梁 ノ吸收作用旺盛ニ 行ハ レ添加作用 モ猶部分的 ニ

認 メラルル状態 ノモ ノニテハ好酸性細胞 ハ對照 ニ

比 シテ數量的 ニハ大差 ナキモ一 般ニ顆 粒ハ充滿 シ

テ胞 體 ノ圓形 ニ大 ナル モ ノ甚ダ多 ク,疏 ナル顆粒

ヲ有 スル好酸性細胞 モ其 ノ間ニ 少數 ニ存 ス.猶 胞

體小ニ シテ顆粒甚 ダ疏 ナルモ ノハ腺胞 ノ中心部 ニ

散 在性ニ存 ス.好 鹽基性細胞ハ減少 ヲ來 シテ對照

ニ近 似 トナ リ,胞 體ハ多邊形 ニシテ顆粒 ハ密在 ス

ル モノ最 モ多 數ヲ占 メ,胞 體稍 々壓迫變形 サ レ且

顆粒 ノ等質性 トナ レル好鹽基性細胞及 ビ空泡形成

ヲ營 メル胞 體ヲ有 スルモ ノ少 數乍ラ認 メ得.又 顆

粒 ノ疏ナルモ ノヲ充タ セル稍 々大 ナル好鹽 基性細

胞 モ少數ニ 認 メラル.嫌 色細胞 中主細胞 ハ其 ノ數

甚 シク恢復 シテ増數 シ對照ニ 略 ボ等 シキ状 ヲ呈 シ

嫌色性顆粒 ヲ有スル細胞 ハ前葉周邊 部ニ僅ニ 認 メ

ラルルニ過 ギズ.中 葉細胞 ハ全般ニ 亙 リテ多數 ノ

肥 大型猶存在 シ胞 體 ノ淡 明 ナルモ ノ及 ビ疏 ナル顆

粒 ヲ有 スルモノ略 ボ半 ス.即 チ前葉 ハ殆 ド對照 ニ

近 キ像 ヲ呈 シ,好 酸性細胞 ノ顆粒 ノ豐富 ナル 事及

ビ中葉細胞ニ 於テ肥大型 ヲ多數ニ認 ムル事 ヲ特異

トナス.

骨 折治癒VI期 ニテハ好酸性細胞 ハ數 量的 ニハ著

シキ差異 ハ認 メラレザ ルモ胞體ハ 大小 ノモノ混 在

シ,小 ナルモ ノ稍 々多 シ,胞 體 小ニ シテ顆 粒 ノ密

ナルモ ノ或 ハ疏 ナルモ ノ多 ク胞體 大ニ シテ顆粒 ノ
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疏 ナルモ ノ及ビ密 ナルモ ノハ少數ニ 散在ス.好 鹽

基 性細胞ハ數量的ニハ著變 ナク,多 邊形 ノ顆粒密

ナル中等大 ノモ ノ多キモ小 ナル胞體 ノモノ相當ニ

認 メラル.嫌 色細胞中主細胞 ハ對照ト 其 ノ數量ハ

略 ボ同樣 ナ ル モ嫌色性顆粒 ヲ有スル細胞 ニ シテ

稍 々肥 大セルモ ノ少數 ニコ トニ周邊 部ニ出現 セル

ヲ見 ル.猶 中葉細胞ハ殆 ド對照 ト同 樣ナル暗色小

細胞 ヨ リナルモ後 部ニ於 テ部分的ニ透 明肥 大セル

モ ノヲ僅ニ 認 メラル.

C) 以上 ノ骨折動物ニ 於 ケル腦 下垂體所見 ヲ更

ニ各細胞別ニ總 括ス レバ次 ノ如 シ.

好酸性細胞ハ骨折治癒第I期ニ 於テハ數量的ニ

ハ正常時 ト大差ナキモ一般ニ 胞體ハ小 トナ リ顆粒

ノ疏ナルモ ノ多 ク核 ノ周圍ニ 明庭 ヲ有 スル モノ多

キモ顆粒 ハ等質性 トナルモ ノハ認 メラレズ.骨 折

治癒第II期ニ 於 テハ數量的ニ 略ボ對照 ト同 ジキカ

或 ハ稍々増加 セルモ ノア リテ胞 體ハ稍 々大 トナ リ

テ顆粒 ノ疏ナルモ ノ多 ク核周邊 ノ水 樣明庭 ヲ認 ム

ルモ ノ或 ハ1側ニ 於 テハ水樣内容 ヲ他側ニハ顆粒

ノ豐富 ナル状態 ノモ ノヲモ見 ル.骨 折治癒 第III期

ニテハ數量 ハ稍々増加 ヲ認 メシメ分泌顆粒 ハ胞 體

ノ周圍ニ 限局サ レ或ハ核 ノ周圍 ノ一部ニ 増加 シテ

他 ハ大部分透明 ナル胞體 トナ リテ稍 々肥 大セルモ

ノ多數ニ 認 ム.猶 其 ノ間 ニ胞體大 ニシテ顆粒 ノ密

ナルモ ノ及ビ 胞體小 ニシテ顆粒 ノ疏 ナルモ ノ多數

ニ介在 ス.骨 折治癒 第IIII期ニ於テハ數量的 ニハ第

III期ト略 ボ同樣ニ テ猶對照ニ 比シ稍 々増加 ア リ,

前記肥 大型 ノモノハ減ゼルモ一般 ニハ顆粒ハ疏 ト

ナルモ ノ多 ク顆粒稍々増加 シテ密 ナルモ ノヲ其 ノ

間ニ可成 リ混 ズ.骨 折治癒第V期A群(骨 質添加,

吸收共ニ 旺盛)ニ テハ數量的 ニハ猶稍 々多 キモ ノ

アルモ水樣 ノ胞體 ヲ有 スル モノハ減少 シ一般ニ 胞

體 ノ大小 ニヨラズ稍 々疏ナル顆粒 ヲ有 スルモ ノ多

シ.密 ニ シテ大 ナルモ ノ其 ノ間 ニ介在 ス.該 期 ニ

於 ケルB群(骨 質添加 ノ ミ旺盛)ニ テハ數 量ハ對

照ニ比 シテ大差 ナキモ胞體 ハ大小種 々ア リテ一般

ニ小 ナル モノ多 ク顆粒 ハ密 ナルモ ノ多 キモ疏 ナル

モ ノモ混在 シ.胞 體大 ニ シテ顆粒 ノ密 ナルモ ノ少

數ニ 存ス.サ レ ド水樣胞體 ヲ有スルモ ノナ シ.該

期ニ 於 ケルC群(骨 質吸收 ノ ミ旺盛)ニ テハ數

ニ於 テハ對照 ト大差 ナキモ胞體稍々大 ニシテ顆粒

密在 セル モ ノ多 シ.骨 折治癒第VI期 ニテハ好酸性

細胞 ハ第V期B群(骨 質添 加 ノ ミ旺盛)ト 大差 ナ

シ.

好鹽 基性細胞 ハ骨折治癒第I期 及 ビ第II期ニ 於

テ其 ノ數 ヲ増加 シ而 モ胞體ハ大 トナ リテ分泌顆粒

ハ散在性或 ハ瀰漫 性ニ疏 トナ リ透明 ナル胞體 ヲ一

部有 スル細胞 ノ出現 ヲ見 ルモ ノニシテ骨折治癒第

III期ニ於 テ ハ 分泌顆粒ハ限 局性 トナ リテ 大部分

透 明 ナル胞體 ヲ有スル細胞 ヲ多數ニ認 メ得 ルニ至

リ,對 照 ノ如 キ多邊形 ノ顆粒密 ナルモ ノ甚 ダ減少

セ リ.サ レド骨折治癒第IIII期ニアルモ ノハ其 ノ數

稍 々減少 ヲ來 セルモ對照ニ 比 シテハ 未 ダ 稍 々多

シ.而 シテ夫等 ノ内肥大型猶多數ニ 見 ルモ,胞 體

多邊形 トナ リ顆粒 ノ密在 スル細胞 ヲ増加 スル ニ至

リ,且 其 ノ胞體中ニ 空泡形成 ヲ見 ルモ ノ所 々ニ出

現 ス.骨 折治癒第V期A群(骨 質添加,吸 收共 ニ

旺盛)ニ テハ好鹽 基性細胞 ハ更 ニ稍 々減少 ヲ示 シ

テ略ボ對照 ト大差 ナ ク且多邊形 ノ好鹽 基性細胞 ヲ

増加 シ空泡形成 ヲモ散 見ス.肥 大型 ハ猶其 ノ間ニ

認 メラル ルモ水樣胞體 ヲ有 スルモ ノヲ減 ジ顆 粒 ノ

疏 ナル モ ノヲ充 タセル肥 大型 ヲ少數ニ 見 ル.該 期

ニ於 ケルB群(骨 質 添加旺 盛)ニ テハ好鹽 基性細

胞 ハ數量及 ビ細胞 ノ形態ハ 對照 ト類似 セルモ稍 々

小型 ノモ ノ多 シ.該 期ニ 於 ケルC群(骨 質吸收旺

盛)ニ テハ大多 數ハ胞體ハ略 ボ中等大 ニ シテ多邊

形 トナ リ密在 スルモ ノ多ク肥 大 型ハ殆 ド之 ヲ認 メ

シメズ.骨 折 治癒第VI期 ニテハ好鹽 基性細胞 ハ第

V期B群(骨 質添加旺盛)ト 略 ボ類 似 ノ所 見ナル

モ小ナルモ ノ更ニ 多 シ.嫌 色細胞ニ 於テ主細胞 ハ
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骨折治癒第I期 ヨリ其 ノ數 ヲ減 ジ,第IIII期ヨ リ次

第ニ増數 シテ恢復ニ 向 ヒ第V期ニ 於テハA群(骨

質添加,吸 收共ニ 旺盛)ナ ルモノ,更 ニB群(骨

質添加旺盛)ナ ルモ ノニテハ次第ニ 其 ノ數 ヲ増加

シC群(骨 質 吸收旺盛)ニ テハ殆 ド正常ニ近似 ト

ナル.

嫌色細胞中嫌色性顆粒 ヲ有 スル細胞 ハ骨折 治癒

第I期ニ 於 テ疏 ナル顆 粒 ヲ充 タセル肥 大型 ヲ少數

ニ認 メ,第II期ニ 於テハ散在性ニ 同樣 ノ肥大型及

ビ一部水樣ナル胞體 ヲ有スル肥大型 ヲ認 メ第III期

ニ於テ最モ著變 ヲ認 メ分泌顆粒 ハ限局性或 ハ散在

性 トナ リテ水樣透明ニ肥大 セル胞體 ヲ有スルモノ

其 ノ數 ヲ増ス.骨 折治癒第IIII期ニテ ハ上記肥 大型

ハ稍 々滅弱セルモ猶散在性ニ認 メラ レ第V期A群

(骨質添加,吸 收共 ニ旺盛)ハ 少數乍 ラ散在性ニ 殊

ニ周邊部 ニ認 メラルルモ疏 ナル顆粒 ヲ充 タセルモ

ノ多シ.サ レ ド骨質添加或 ハ骨質吸收 ノ一方 ノミ

旺盛ナルB群,C群 ニ於テハ 肥大型ハ僅ニ 周邊部

ニ認 メラルルニ過 ギズ.骨 折 治癒第VI期 ニテモ同

樣ナ リ.

中薬細胞 ハ骨折治癒第I期 ニテハ殆 ド變 化 ヲ認

メザ ルモ第II期 ヨ リ僅ニ 肥大透 明細胞 ヲ認 ムル ニ

至 リ第III期ニ於 テハ多數 ノ肥大細胞 ヲ見 ルモ稍々

疏 ナル顆 粒 ヲ有 スルモ ノ多 ク第IIII期ニ於テハ肥大

透明細胞 ヲ増加 シテ殆 ド全體ニ 亙 リテ存在 シ暗色

顆粒 ヲ有スル小細胞 ハ少 シ.第V期A群(骨 質添

加,吸 收共ニ旺盛)ニ テハ肥大型ハ猶多數ニ存 スル

モ疏 ナル顆粒 ヲ有 スル モノヲ増 シ.該 期B群(骨

質添加 ノミ旺盛)ニ 於テハ肥大型ハ僅ニ 認 メラル

ルニ過 ギズ.サ レ ド該期C群(骨 質 吸收 ノミ旺盛)

ニテハ肥大型ハ猶多數ニ認 メラレ,胞 體 ノ淡明ナ

ル ト疏 ナル顆 粒 ヲ有 スルモ ノト半 ス.骨 折治癒第

VI期 ノ異例ニテ モ肥大型ハ一 部ニ於 テ僅少ニ 認 メ

ラルル ノ ミ.

第3項 本節 ノ總括

余ハ茲ニ 本節 ノ實驗成績ニ就テ總括的記述

ヲ行フニ先ダチ,順 序 トシテ腦下垂體前葉細

胞ノ分類觀 ヲ述ベ吾 人ノ之ニ關スル立場 ヲ明

カニスベシ.

抑 々腦 下 垂體 前 葉 細 胞ハ既ニFlesch (1884)

以 來,嫌 色性 細 胞 及 ビ嗜 色性 細 胞 ノ2種ニ 分

類 サレ,Rogowitsch (1889)ハ 核 集 簇 ヲ嫌 色

性 細 胞 ヨ リ獨 立 セ シメ ン トシタ ル モStieda,

今氏 等 ハ之 ヲ全 ク主 細 胞 ト同 一物 ナル 事 ヲ明

カニ シタ リ.其 ノ後Schonemann (1892)ハ

嗜 色性 細 胞 ヲ色 素 嗜 好 ノ態 度 ニ ヨ リテ 好 酸 性

細 胞及 ビ好 鹽 基 性 細 胞ニ 分 類 シテ ヨ リ現 今 ニ

至 ル迄 形 態 學 的ニ ハ前 葉 細 胞 ハ主 細 胞(嫌 色

細 胞),好 酸 性 細 胞,好 鹽 基 性 細 胞 ノ3種ニ 大

別 セ ラレタ リ.サ レ ド之 等 ノ細 胞 ハ分 泌 機 能

的ニ 如 何 ナ ル關 係ニ 在 ル ヤ即 チ其 ノ細 胞 ノ獨

立 性ニ 關 シテ ハ從 來1種,2種,3種 ノ諸 説

ア リテ決 定 ヲ見 ザ ル ノ状 態 ニ ア リタ リ.今 其

ノ主 ナ ル説 ヲ擧 グ ンニ,St. Remy (1898)ハ

Altmann氏 法 ニヨ リ テ總 テ ノ細 胞 ガ好 酸 性

トナ ル コ トヨ リシ テ嫌 色性 細 胞 及 ビ好 酸 性 細

胞,好 鹽基 性 細 胞 ハ同 一 系 統ニ 屬 シ,機 能 的

差 異 ニ ヨルモ ノナ リ トシ,Claus & Kan der

Strichtモ 同説 ヲ主 張 セ リ.其 ノ後Benda

(1900)ハ 主細 胞ニ 好 酸 性 顆 粒 ガ集 積 シテ好 酸

性 細 胞 トナ リ,更ニ 該 顆 粒ニ 鹽 基 性 顆 粒 ガ出

現 シテAmphophileト ナ リ,次 第ニ 鹽 基性 細

胞 トナ リ之 ガ排 出 サ レテ主 細 胞 トナ ル トシ,

鹽 基 性 細 胞 ヲ機 能 旺 盛 時 トナ セ リ.又Stendell

(1913)ハ 鹽 基 性 細 胞 ヲ未 成熟 型 トナ シ,成 熟

ス ル ニ ツ レテ好 酸 性 トナ リ顆 粒 排 出 後 主細 胞

トナル トシ,好 酸 性細胞 ヲ機 能 亢 進 期 ノ表 徴
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トナ セ リ.即 チ嫌 色細 胞,好 酸性 細 胞 及 ビ鹽

基 性細 胞 等 ハ 同一 系 ノ細 胞ニシ テ唯 其 ノ機 能

的 時期 ニ ヨル差 違 ニ過 ギズト ナ ス.此1種 説

ニ對 シテ更ニMorandi, Guerrini, Herrig,

Creutzfeld, Steward, Noronha等 ハ古 ク ヨ

リ之ニ 賛 シ,又 近 時 友 澤,伊 藤,Collin, Frauk

等 モ之 ヲ支 持 セ リ.サレ ド前 記Fleschハ

嫌 色性 細 胞 及 ビ嗜 色性 細 胞ヲ 染 色親 和 性ヨ リ

シテ大 別 シ全 ク異 レル種 類 ノ細 胞 ナ リ トシ,

Lethringer, Dostojewski, Stiedaハ 之ニ 賛

セ リ.

尚 ホKraus (1903, 1914)ハ2種 説 テ主 張

シ兩 色素 嗜 好細 胞 ハ主 細 胞 ヨ リ各 々獨 立 シテ

發 達 セル モ ノニ シテ互ニ 移 行 ス ル事 ナ ク,分

泌 物 タ ル顆 粒 排 出後 ハ再 ビ主細 胞ニ 移 行 スル

ト考ヘ,純 生 物 學的 ノ見 地 ヨ リ云 ヘ バ,好 酸

性 細 胞,好 鹽 基 性 細 胞 ノ外 ハ兩 種 細 胞 ノ種 々

ノ機 能時 期ニ 外 ナ ラ ズ ト シ,Thom, Trau-

tmann,加 茂,高 橋 等 ハ本 説 ヲ支 持 セ リ.然

ル ニBiedl (1922)ハ3種 説 ヲ唱ヘ 好酸 性細

胞,好 鹽 基性細胞 ノ2種 ハ主 細 胞 ヲ母細 胞 ト

シ テ分 化 セル 相 異 レル獨 立 ノ分 泌 ヲ營 ム細 胞

ナ リ トシ,照 山,馬 島,Nukariyaハ 核 分 裂

像 ノ所 見 ヨ リ シテBiedlノ 説 ヲ支持 セ リ.又

先ニ1種 説 ヲ主 張 シ居 タ ルBenda (1927)ハ

主細 胞,好 酸 性 細 胞,好 鹽 基 性 細 胞 ノ分 布 状

態 ガ特 種 ナル 事 及 ビ各 々獨 立 シタ ル 腫瘍 ヲ有

ス ル事 ヨ リ シテ1種 説 ヲ否 定 シテ3種 説 ヲ主

張 スル ニ至 レ リ.

然 ル ニ最 近 田部 教授 ハ家 兎,海 〓 及 ビ白鼠

ノ腦 下垂 體 前 葉 ヲda Fano氏 法,Regand氏

法,Zeukerformol法 ニ テ固 定 シMallory氏

法,Eisen-Hamatoxylin染 色 ヲ施 シ テ詳 細 ナ

ル檢索ヲ行ハレタル結果,前 葉細胞ヲ主細胞

(未分化性嫌色細胞),分 化性嫌色細胞,好 酸

性細胞及 ビ好鹽基性細胞ノ4種ニ 區別スベキ

説ヲ唱導サレ々リ.今 少 シク其ノ學説ヲ詳述

センニ,腦 下垂體前葉細胞ハ嫌色性細胞,好

酸性細胞及 ビ好鹽基性細胞ノ3種 細胞ヲ區別

シ得ルモ之等細胞ヲ胞體 ノ大サ,形 態及 ビ分

泌顆粒ノ有無ニヨリテ區別スルニ,

I) 胞體ニ 乏 シク分泌顆粒ヲ有セザル型

II) 胞體ニ 富 ミ分泌顆粒 ヲ有 セザル型

III) 分泌顆粒ヲ有スル型

ノ3型 トナスヲ得.而 シテ第I型 ハ主細胞ニ

當 リ第II型 ハ第III型 ヨリ移行形成 セラル.

第III型即 チ分泌顆粒含有細胞ハ更ニ胞體 ノ

形態及 ビ分泌顆 粒ノ性状,數 量,分 布,疏 密

等ニ基キテ次ノ諸亞型ニ類別サル.

A) 分泌顆粒密在シ胞體大ニシ テ壓縮變形

ヲ呈セザル型

B) 分泌顆粒密在シ,胞 體壓縮變形ヲ呈ス

ル型

C) 分泌顆粒ハ一部散在性 トナ リ胞體 ノ一

部水樣透明ナル型

D) 分泌顆粒ハ限局性増加 ヲ示 シ胞體一樣

ニ著 シク水樣透明ナル型

E) 分泌顆粒 ハ甚ダ疏ニ瀰漫散布シ,胞 體

著 シク透明ナル型

F) 分泌顆粒 ハ等質又ハ網工状 トナ リテ胞

體 ヲ充タス型

而 シテ之等諸亞型 ノ間ニ一 定 ノ關 係存在

シ,且 移行像 ヲ認 メ,前 葉 ノ嫌色性顆粒細胞,

好酸性細胞,好 鹽基性細胞ハ各々獨立 シテ諸

亞型ヲ有 シ3種 細胞相互間ニ 移 行 ヲ證 明 セ

ズ.
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以上ノ所見ニ ヨレバ前葉細胞ニ於ケ ル分泌

顆粒ノ消長ハ機能營爲 ノ時相殊ニ分泌機轉 ノ

形態學的表現ニ他ナラズシテ分泌機轉ハ先ヅ

分泌顆粒 ノ胞體内融解液化ニヨリテ分泌物質

ヲ形成 シ次 イデ細胞外ニ排出セラルルモノナ

リトス.由 是腦下垂體前葉細胞ニ於ケル分泌

顆粒ノ態度ハ次 ノ如ク分類セラル.

1. 顆粒未分化期(I型)

主細胞ニ該當ス

2. 顆 粒 成 生 期(III型A)

分泌準備期及ビ恢復期

3. 顆 粒 靜 止 期(III型B)

分泌沈靜期

4. 顆 粒 融 解 期(I型,III型C)

分泌旺盛期

5. 顆 粒 活 動 期(III型D, E)

分泌亢進期

6. 顆 粒變 性 期(IIII型F)

分泌不能期

以上ノ組織學的,細 胞學的觀察ニ基キ田部

教授ハ腦下垂體前葉細胞 ノ獨立性ニ關スル從

來ノ1種,2種,3種 ノ各説ハ何 レモ正鵠ヲ

得タルモノニ非ズ トシ,前 葉細胞ヲ未分化性

嫌色細胞(主 細胞),分 化性嫌色細胞,好 酸性

細胞及 ビ鹽基性細胞ノ4種ニ 差別スルヲモツ

テ最モ妥當 トスル旨ヲ主張サ レタ リ.

此田部教授 ノ所見ハ前記 ノ余ノ實驗成績 ニ

於テモ之ヲ確認シ得タル所ナルヲ以テ余ハ更

ニ余 ノ得タル所見中前葉及 ビ中葉ニ於ケル各

細胞 ノ量的消長竝ニ分泌顆粒ノ態度ヲ田部教

授 ノ分類ニ從ツ テ骨折部治癒各期 ノ所見ト比

較考察セルニ第4表ニ 示スガ如 ク,骨 折部所

見ト腦下垂體所見 トノ間ニ極 メテ興味 アル關

係ノ存在 スルヲ認 ムルヲ得タ リ.即 チ前葉 ニ

於ケル好酸性細胞,好 鹽基性細胞及 ビ分化性

嫌色細胞 ハ骨折部骨芽分化 ノ程度ニ略ボ伴 ヒ

テ其ノ數量的消長ヲ示 シ,骨 芽組織分化ノ最

モ旺盛ナル時期ニハ主細胞ノ減少最 モ甚 シキ

モ,之ニ 反シテ上記 ノ各顆粒含有細胞ハ一樣

ニ増加 シ,次 イデ骨芽組織分化 ノ減退ニ 一致

シテ減少スルニ至ル.又 好酸性細胞,好 鹽基

性細胞及ビ分化性嫌色細胞ニ於ケル顆粒生成

型及 ビ融解型細胞ハ骨芽分化ノ未 ダ現 レザル

骨芽新生初期ニ於テ既ニ認メ得ルモ顆粒活動

型細胞ハ骨芽分化初期 ヨリ稍 々著明ニ出現 シ

來 リ,骨 芽分化ノ旺盛期ニ於テハ何 レモ顆粒

ノ活動型竝ニ融解型細胞 ノ數最モ増加シ ,次

イデ骨芽分化殘存期及ビ消失期ニ於テハ次第

ニ認 メラレザルニ至ル.即 チ前葉各細胞 ノ顆

粒融解型及 ビ殊ニ顆粒活動型ハ骨芽分化機轉

盛衰 ト歩調ヲ共ニシテ出現消長セルコトヲ認

ムベ シ.尚 ホ骨改造機轉(添加及 ビ吸收)ト 前

葉各細胞 トノ間ニハ明カナル關係ナキモ,中

葉細胞ニ於テハ其ノ肥大型ノ出現ハ 骨質吸收

ノ消長ト略ボ一致 シ,骨 質吸收 ノ開始サルル

骨折治癒第II期 ヨリ肥大型ノ出現 アリテ漸

次其ノ數ヲ増 シ骨質吸收 ノ減弱 セル骨折治癒

第V期B及 ビVI期 ニ於テハ對照ニ 等 シキ

状ニ復セリ.

由是觀之,腦 下垂體 ノ前葉及ビ中葉 ハ骨折

後顯著ナル形態學的變化ヲ示スモノニシテ殊

ニ前葉ハ骨折初期ヨリ賦活セラレ,骨折局 所
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ニ於ケル治癒機轉 ノ進行 ト共ニ各細胞ノ分泌

機能ノ亢進ヲ來 シ骨折局所 ノ治癒機轉ノ終了

ト共ニ鎭靜期ニ入ルモノノ如 シ.之 ヲ要スル

ニ骨折後ニ起 ル腦下垂體ノ變化 ハ骨折治癒經

過 ト一定ノ密接ナル關聯ヲ有スルコトヲ爰 ニ

明カニシ得タ リト信ズ.

文獻ニ徴スルニ腦下垂體ト骨發育 トノ關係

殊ニ腦下垂體前葉機能亢進 ト肢端肥大症及ビ

巨體發育症ト ノ關係又 ハ前葉發育不全 ト骨格

ノ發育不全 トノ關係ニ就テハ論議尠カラズ.

腦下垂體機能障碍ニ基ク骨病變 ノ發現ニ關シ

テモ幾多ノ實驗的觀察 アリ.又 諸種骨疾患ニ

於ケル腦下垂體ノ變化ニ關 シテハR. Rossle

ハ骨軟化症ニ於テ好鹽基性細胞 ノ増加ヲ認メ

R. Wankeハ 纎維性骨炎ニ於テ腦下垂體ノ肥

大竝ニ好酸性細胞及ビ嫌色細胞 ノ數及 ビ大サ

ノ増加ヲ認 メ.照 山ハ小兒ノ佝僂病ニ於テ前

葉細胞増殖 シ主細胞ノ變態型 ヲ呈スル2例

ヲ報 ジ又黒川ト廣汎性骨轉移 ヲ來 セル惡 性

腫瘍ニ於テ主細胞ノ出現著明ナルモ ノヲ記セ

リ.

サレ ド骨折後ニ於クル腦下垂體 ノ變化ニ關

シテハ田部教授及 ビ余ノ報告ヲ除キテ他ニ文

獻 アルヲ知 ラズ,而 モ從來骨發育異常或ハ骨

疾患時ニ於ケル腦下垂體 ノ變化ニ關 シテハ骨

變化ガ原因 トナリテ腦下垂體ニ變化ヲ來セル

モノナルカ,或 ハ腦下垂體ノ變化ガ原因ヲナ

シテ二次的ニ骨 ノ變化ヲ招來スル モ ノナル

カ,又 ハ他ニ求ムベキ原因ノタメニ骨及 ビ腦

下垂體ノ何 レモ二次的ニ變化ヲ來 セルモノナ

ルカハ不明ニシテ現今猶論議 ヲ斷タザル所ナ

レド,余 ノ實驗ニ於テハ尠ク トモ先ヅ骨ニ於

ケル傷害ヲ起サシメタル後始メテ腦下垂體ニ

二次的ニ變化 ノ發來スル コトヲ確證 シ得タル

モノニシテ從來ノ因果論ニ對 シテ其ノ解決ノ

一歩ヲ進メタルモノ ト信ズ.

猶骨折治癒機轉ト腦下垂體 トノ關係ニ就テ

ハ文獻少ク最近ニ至 リテ伊藤及 ビ松丸ガ腦下

垂體摘出後骨折局所ノ治癒現象 ヲ觀察セルモ

ノ及 ビBoeminghausノ 腦下垂體「ホルモン」

經口的給與ニヨル骨再生機轉 ヲ檢 セルモノア

ルノ ミ.伊 藤,松 丸ハ夫 々腦下垂體摘出後 ノ

骨折局所 ノ治癒機轉ニ關 シテハ假骨ノ形成及

ビ吸收改造ヲ著 シク遲延 セシムルモノナ リト

云 ヒ,松 丸ハ更ニ骨折 ノ一般 ノ治癒機轉 ハ特

種ナル組織像ヲ示サズシテ全般的ニ對照ニ比

シテ緩徐ナル發現 ヲ見タルモノナリ ト加言 セ

リ.

以上ノ文獻ニ鑑 ミルモ腦下重體機能 ト骨折

治癒機樽 トノ密接ナル關係ヲ窺知 シ得 ル ト同

時ニ本實驗ニ 於ケル如 キ骨折治癒經過ニ於 ク

ル腦下垂體 ノ多面的機能亢進 ヲモ首肯 セシム

ルモノアリ.之 ヲ要 スルニ腦下垂體ニ於 ケル

骨折性變化ノ意義ハ恐 ラク骨折治癒機轉 ニ緊

密ナル關係ヲ有 スル腦下垂體 ノ機能亢進ニア

ルモノノ如 シ.

第3節 實驗動物ニ於ケル甲状腺ノ

所見

對照動物中5例 及ビ骨折動物中59例ニ 於ケル

甲状腺ノ組織學的所見ハ之ヲ第5表ニ 概示スル

ニ止メ,詳 細ナル所見ヲ以下總括的ニ 敍述 スベ

シ,
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第5表 實驗動物ニ於ケル甲状腺ノ所見
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第1項 對 照動 物ニ 於ケ ル 甲状 腺 ノ所 見

對照動物ニ 於 ケル甲状腺 ニテハ臚胞ハ中等大 ノ

モ ノ多數 ヲ占 メ,周 邊部ハ稍 々大 ニシテ中心部ハ

稍々小 ナル ヲ普通 トスルモ,其 ノ間 ニ著明ナル差

異 ヲ認 メシメズ.腔 ハ圓形或 ハ橢圓形 ヲナ シ,膠

質ハ「エオ ジン」ニ平等 ナル染色性 ヲ有 シテ均質性

ニシテ稍 々濃厚 ナ リ.膠 質中ニ空泡 樣滴状物ハ之

ヲ認 メザ ル場合多ク,認 メ得ル時 モ甚ダ少數 ナ リ.

面 シテ上皮細胞 ハ扁平或ハ篇平ニ 近 キモ ノ多 ク胞

體ハ一 般 ニ暗色ナルモノ多 ク シテ 淡 ナルモ ノ少

シ.猶 上皮細胞 ノ増殖 ハ殆 ド之 ヲ認 メザ ルカ,或

ハ少量ニ認 メ得ルモ ノア リテ臚胞中ニ細砲 ノ集團

ヲ見 ル事 アルモ少 シ.

第2項 骨折 動 物ニ 於 ケ ル 甲状 腺 ノ所 見

A) 骨折治癒 前期ニ 於 ケル所見

骨折治癒第I期 ニ於 テ ハ 甲状線臚胞 ハ 中 心 部

稍 々小型 トナ リ.稀 薄 ナル膠質 トナルモ ノア リ,

又一方寧 ロ稍々濃厚充滿 セルモ ノア リテ一定 セザ

ルモ對照ニ比 シテ其 ノ差著明ナ ラズ.進 デ骨折治

癒第II期ニ 於テハ臚胞 ハ周邊 部ニテハ中等大ナル

モ中心部ニ近 ク小型 ノモノ多ク,膠 質ハ周邊 部ニ

テハ一部ニ 稍 々濃厚 ナル モノヲ有 スルモ中心部 ニ

近 キ臚胞ニ 於テハ稀薄 トナ リ水 樣 ノ内容 ヲ有 スル

モ ノ多 シ.且 上皮細胞 モ周邊 部 ニテハ扁平ナル細

胞 ヨリナル モ其 ノ他中心 部ハ概 ネ低骰子形ニ 近キ

細胞 ヨ リナ リテ胞體 ハ稍 々淡 ナルモ ノア リ.サ レ

ド,第24號,第29號,第30號 ノ3例ニ 於テハ臚

胞ハ一 般 ニ中等大 ニシテ周邊部 ニハ大 ナルモ ノ多

ク膠 質ハ一 般ニ 稍 々濃厚均質性 ナル モ ノ多 ク,上

皮細胞ハ壓迫 サ レテ扁平 トナ リ胞體暗 ナル モ ノ多

シ.骨 折治癒第III期ニ於 テハ臚胞ハ一 般ニ 擴大 サ

レテ稍々大 トナリ一般ニ 中等大 ノモノ多 ク中央部

ニ近 ク小型 ノモ ノア リ.サ レド膠 質 ハ稀薄 トナ リ

テ液化認 メ ラレ,膠 質 ハ稀薄均 質性ナル モノハ少

ク稀薄顆粒状或 ハ絮状ニ 現ルルモ ノ多 ク水樣 ノ内

容 ヲ臚胞 ニ充 ス.上 皮ハ周 邊部ハ扁平 ニ近キ モ中

央部ニ 小型 ニシテ,臚 胞 ノ上皮 ハ稍 々骰 子形ニ 近

クシテ胞體透 明ナル モノ ト暗ナルモ ノ ト相半 ス.

而 シテ上皮 ノ増殖 ハ著 明ナ ラザ ルモ稍 々増加 セル

ヲ認 メラル.

骨折 治癒第IIII期ニ於 テハ臚胞 ハ周邊 部ニハ中等

大ナルモ ノアルモ一般ニ 稍 々小型トナリ,膠 質 ハ

稀薄 ナルモ ノ多 ク シテ疏 ナル顆粒状或 ハ絮状ニ 現
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レ,一 部或 ハ全部ニ 水樣 ノ内容 ヲ有 スルモ ノア リ

テ又上 皮細胞 ノ邊縁ニ 空泡状液 質 ヲ入 ルルモ ノア

リ.上 皮細胞 ハ甚 ダシク肥厚 シテ骰 子形 ヲ呈 シ.

胞體甚ダ シク淡 トナルモノ多 ク或ハ部分的 ハ骰 子

形 ヲナ シテ暗色 トナルモノヲ認ム.又 上皮細胞ハ

増殖モ稍 々増加 ヲ示セ リ.

B) 骨折治癒後期 ニ於 ケル所 見

骨折治癒第V期A群(骨 質添加竝ニ 吸收共ニ 旺

盛)ハ 第IIII期ト略 ボ同樣 ノ所見 ヲ認 ムルモ ノニシ

テ周邊 部ニ中等大 ノ臚胞 ヲ見 ルモ,其 ノ他ハ一 般

ニ小型 ニ シテ中心部ハ甚ダ シク小ナル臚胞 ヨ リナ

リ膠質ハ一 般ニ 甚 ダ稀薄 トナ リ疏 ニシテ絮状 ニ現

レ或 ハ水樣 ナル内容 ヲ有ス.又 全 ク水樣 ノ内容 ノ

ミヨリナルモ ノ多數ニ認 メラル.所 々上皮 ノ邊縁

ニ近 ク空泡状液質物 ヲ有スルモ ノア リ.上 皮ハ一

般ニ 骰 子形 ニシテ多 クハ淡明ナ リ.但 シ上皮 ノ増

殖ハ第IIII期 ト略 ボ同樣ナ リ.該 期ニ 於 ケルB群

(骨 質添加 旺盛,骨 質吸收減弱)ニ 於 テハ臚胞ハ 一

般ニ 中等大 ノモ ノヨ リ成リ周邊 部ニハ大ナ ルモ ノ

多 ク中心部ニハ稍々小型ナルモ ノ僅ニ 存 ス.膠 質

ハ稍々濃厚或ハ稀薄ナルモ ノ等質性ニ 或ハ顆粒状

ニ充 タセルモ ノ多 ク一部ニ於 テ臚胞中 ニ一部水樣

状ニ 現 ルルモ ノヲ交 ユルモ ノア リ.上 皮細胞 ハ一

般 ニ扁平 ニ近キモ ノ多 ク胞體暗色ナルモ ノ多 シ.

上皮 ノ増殖 ハ稍 々著明 ナル モノアルモ一般 ニハ著

シカラズ.猶該期C群(骨 質添加 減弱,骨 質吸收旺

盛)ニ 於テハ臚胞 ハ甚 ダシク小 ニシテ殊 ニ周邊部

ヲ ノゾク以外 ハ微小型 ヲ呈 シ膠質モ甚 ダ シク稀薄

トナ リテ顆粒状ニ 或ハ絮状ニ水 樣内容 中ニ僅ニ 現

ルルモ ノ多ク又全 ク水樣内容 ノミノモ ノモ多數 ニ

見 ラル.上 皮細胞ハ高 クシテ骰 子形 乃至低骰 子形

ヲナシ.上 皮 ノ増殖ハ甚ダ旺 盛ニ シテ同時ニ 臚胞

ノ新生著明 ナ リ.

骨折治癒第VI期ニ 於 テハ甲状腺ハ臚胞 ハ甚 ダシ

ク大 トナ リテ膠 質ハ濃厚等質 ナルモ ノ充滿 シ上皮

モ其ノ高サヲ減ジテ主トシテ扁平トナリ胞體ハ暗

色 トナル.上 皮ノ増殖ハ著明ナラズ.

第3項 本節ノ總括

骨折動物ニ於 ケル甲状腺ハ骨折治癒第I期

ニテハ對照動物ニ於ケ ル ト全 ク同樣 ノ所見ナ

ルモ第II期ニ 於 テハ中心部ニ近 ク臚胞ハ小

型及 ビ膠質ノ稀薄化ヲ認ムルモノアルモ又一

方之等變化ハ認 メラレズ寧ロ膠質ハ濃縮サ レ

テ臚胞ノ擴 大ヲ思ハシムルモノアリ.サ レド

第III期ニ 至 レバ例外ナク膠質ノ稀薄化及 ビ

臚胞ノ擴大著明 トナリ,第IIII期 ニ於テハ甲

状腺ハ膠質 ノ水樣稀薄,臚 胞 ノ縮小竝ニ上皮

細胞ノ肥厚及 ビ増殖 ノ著明ナル像ヲ認ム.次

イデ第V期ニ 於ケルA群(骨 質添加,吸 收共

ニ旺盛)ニ テハ第IIII期 ト略ボ同樣ノ所見ナ

ルモ稍々亢進シ,B群(骨 質添加旺盛,吸 收

減弱)ニ テハ臚胞ハ稍々擴大 シ内ニ一部水樣

ノ内容ヲ有スルモノアルモ稍 々濃厚乃至稍 々

稀薄ナル膠質ヲ入ル.サ レド該期ニ於クルC

群(骨 質添加減弱,吸收旺盛)-テ ハ甲状腺 ハ

細小ナル臚胞ヲ多數ニ 有 シ且膠質ハ水樣 トナ

リ上皮ハ肥厚 シ増殖甚ダ著明 トナル.骨 折治

癒第VI期 ナルモ ノニテハ臚胞ハ甚 ダシク擴

大 シテ濃厚ナル膠質 ヲ充 タシ上皮 モ扁平 トナ

リテ増殖著明ナルモノナシ.

敍上ノ骨折部所見 ト甲状腺ニ於 ケル變化 ト

ノ關係ヲ觀 ルニ第6表ニ 示スガ如 ク甲状腺臚

胞ニ於ケル膠樣質 ノ液化及ビ吸收ハ骨折治癒

第I期ニ 於テハ對照 ト等 シクシテ未ダ發現 セ

ザルモ骨折 治癒 第II期 ノ骨質吸收 ノ開始サ

ルルヤ之 ヲ認ムルニ至 リ次 イデ骨質吸收 ノ旺

盛 トナル ニソレヲ液化吸收 ヲ増進シ更ニ 上皮
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第6表

ノ増 殖 ヲ起 シ來 ル.而 シテ骨 折 治癒 第V期B

群 及ビ 第VI期 ノ如 ク骨質 吸 收 ノ減弱 乃 至 低

下 セル モ ノニ於 テ ハ甲 状腺 所 見 ハ之ニ 反 シ對

照ニ 近 似 ス ル カ或 ハ寧 ロ機 能 低 下 ノ像 ヲ示 セ

リ.即 チ骨折 動 物ニ 於 クル 甲状 腺 ノ所 見 ハ骨

折 治癒 經 過 ノ諸 期ニ 應 ジテ夫 々特 異 ナ ル變 化

ヲ示 シ,殊ニ 膠樣 質 ノ液 化 吸收 ハ骨 質 吸收 機

轉 ノ程 度ニ 殆 ド全 ク一 致 シテ増 強減 弱 スル關

係 アル事 ヲ認 メタ リ.由 是觀 之,甲 状 腺 ハ骨

折 時ニ 於 テ其 ノ治 癒經 過 ト一定 ノ關 聯 ヲ保 チ

テ其 ノ機 能 ノ消 長 ヲ來 スモ ノ ナル 事 テ窺 知 シ

得 ベ ク,骨 改 造 殊ニ 骨質 吸收 機 轉 ノ増 進 ス ル

時期ニ 於 テ甲状 腺 ノ機 能 ハ特 ニ亢 進 スル モ ノ

ノ如 シ.

抑 骨 發 育 ト甲状 腺 トノ關 係ニ 就 テハ文 獻 尠

カ ラズ.Nanosomia athyreotica, Nanosomia

hypothyreotica, Athyreotische
, Mikromelie,

Kretinismus, Deformitat des Skeletts等 ノ

骨 發 育 ノ低 下.抑 壓 症 候 ガ 甲状 腺 ノ機 能 缺 損

或 ハ低 下ニ 關 聯 ヲ有 スル モ ノナ ル事 ハ周 知 ノ

事 實 ナ リ.又 實 驗 的ニ 甲 状 腺 ヲ摘 出 シタ ル動

物ニ 於 テ骨 ノ成 長 ヲ甚 ダ シク抑 制 スル事 實 ハ

Hoffmeister, Gley, Haushalter, Basinger,

Dieterle, Wegelin, Lidell, Simpson, Biedl

ニ ヨ リテ證 明 サ ンタ リ.就 中Hoffmeisterハ

其 ノ變 化 トシテ先 ヅ化 骨 ノ抑 制 ニ ヨル軟 骨 ノ

變 化 ヲ擧 ゲ,最 近Dieterle, Wedelin等 ハ第

1骨 髓 腔 ノ減 少及ビ縮 小 ヲ主 トス ル變 化ト ナ

シ又 甲状 腺 物 質 給 與 ハ其 ノ一 部 ノ症 候 ヲ除 去

スル ニ效 ア リ ト云 ヘ リ.即 チ 甲 状 腺 ハ主 トシ

テ骨 端 軟 骨ニ 於 クル 内軟 骨 性骨 組 成 及 ビ骨 形

成ニ 關 與 ス ルモ ノニ シテ骨 膜 性 骨 形成 ハ大 ナ

ル影 響 ナ キガ如 シ トナ ス.

更ニ 甲状 腺 機 能 異 常 時ニ 於 ク ル骨 折 局 所 ノ

治癒 状態 ヲ檢 セ ル文 獻 ニ 徴 スル ニ1896年

Hanauガ 骨折 治 癒 現 象 ハ甲 状 腺 摘 出 ニヨ リテ

著 シク障碍 セ ラルルコ ト發 表 セ シ ヨリ,爾 來

諸 學 者ノ 研 究 對 象 トナ リ,Steinlin, Veillon,

Bernicci, Ser, Palleri & Morgani , Carriere

& Vanverts, Chapellier , Bayon, Thompson

& Swarts, Marsigla,村 上,小 川
,古 川,諸 氏

ノ報 告 ヲ見 ル ニ至 リ シモ ノ ニ シテ
,之 等 諸 學

者 ノ知 見 ハ區 々 トシテ一 定 セ ザルモ 甲状 腺 ノ

機 能 ガ 骨折 治癒 機 轉ニ 影 響 ヲ與 フベ キ コ トハ

其 ノ大 多 數 ノ研 究ニ 於 テ一 致 セル 所 ナ リ.

之 等 ノ文 獻ニ 鑑 レバ骨 折 後 其 ノ治 癒 機 轉 ノ

正 常 ナル 經 過 ヲ トル場 合 ニハ 該 個 體ニ 於 テ
,

甲 状 腺 ノ機 能 亢 進ヲ 必 要 トス ベ キ ハ容 易ニ 推

斷 シ得 ル 所 ニ シテ,余 ノ證 明 セル 骨 折 後ニ 於

ケル 甲 状 腺 ノ形 態 學 的 變 化 ハ實 ニ骨 折 治 癒 機

轉ニ 關 與 ス ベキ甲 状 腺ノ 機 能 的 態 度 ヲ表 現 セ
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ルモノナルハ殆 ド疑ナキ トコロナ リ.

最近古川ハ精細ナル實驗 ヲ行 ヒ甲状腺機能

過剩 ノ場合 ハ軟骨内假骨現象ハ稍々障碍サ レ

内外 ノ骨芽ノ増殖ハ影響 ヲ蒙 ル事少ク,吸 收

現象ハ著シク促進スルニ反シ,甲 状腺缺損 ノ

場合ハ軟骨内化骨現象著シク障碍サ レテ骨梁

組織 ノ形成遲延 シ吸收作用ハ著 シク障碍 サレ

骨質添加ハ蓄積 シテ骨梁 ハ肥厚スルヲ認 メタ

ルガ,余 ノ證明セル骨質吸收旺盛時ニ 出現ス

ル甲状腺ノ機能亢進性變化 ノ意義ハ古川氏ノ

知見ニ據 リテ克ク之 ヲ理解シ得ベシト信ズ.

要之,甲 状腺 ノ骨折性變化ハ骨折治癒機轉ニ

緊密ナル關係 ヲ有スル機能的變調 ノ形態學的

表現ニ他ナラズシテ之ハ骨質吸收機轉ニ最モ

密接ナル關聯 ヲ有スルモノナルガ如 シ.

第4節 實驗動物ニ於ケル上皮小體

ノ所見

對照動物中5例 及ビ骨折動物中59例ニ於ケル上

皮小體ノ組織學的所見ハ之ヲ第7表ニ 概示スルニ

止メ,詳 細ナル所見ヲ以下總括的ニ敍述スベシ

第7表 實驗動物ニ於ケル上皮小體

ノ所見
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第1項 對 照 動 物ニ 於 ケル上 皮 小體

ノ所 見

對照動物ニ 於 ケル上皮小體 ノ實驗ハ主細胞 ノミ

ヨ リ成 リ,間 質 ハ纎細ナル タメ葉状 ノ像著明ナ ラ

ズ.主 細胞ハ全體 トシテ密 ニ存在 シ液體 小ニ シテ

暗 且胞 界ハ不 明 ニシテ核 ハ集團 ノ如 ク見ユル所多

シ.核ハ一 般ニ 稍々染色質ニ 富 ミ長橢圓形紡 錘形

ヲ呈スルモ ノ多 シ.主 細胞 中ニハ胞體 ノ一部ニ 僅

ニ水 樣透 明或ハ 疏 ナル顆粒 ヲ有 スルモ ノ少 數ニ認

メラルルモ其 ノ胞 體ハ小 ニシテ大型透 明細胞 ハ殆

ド之 ヲ認 メシメズ.

第2項 骨 折 動 物ニ 於 ケル上 皮 小 體 所 見

A) 骨折治癒前期ニ 於 ケル所 見

骨折治癒第I期 ニ於テハ上 皮小體 ノ周 邊部或 ハ

中間部 ニ部分的 ニ水樣透 明ナル中等大 ニ胞體増大

セル主細胞 ノ出現 ヲ來 シ,其 ノ附近 ニハ稍 々顆粒

ノ疏 トナレル胞 體 ヲ有 スル主細胞 ヲ見 ルモ,他 ハ

殆 ド胞體明 カナ ラザル主細胞 ヨ リナル.透 明増大

細胞竝 ニ疏 ナル顆粒 ヲ有 スル細胞 ノ核ハ比較的圓

形 ニ近 ク且稍々大 ナ リ.

骨折治癒第II期 ニ於 テハ水樣透明 ノ胞體増大 細

胞 ハ増加 ヲ來 シ,周 邊 部 ヨ リ更 ニ稍 々中心部 ニモ

存在 シ且其 ノ胞體 モ強 ク増大 シ内容 ヲ強 ク充滿 シ

透明 ナル胞體中極 メテ細 微ナル絲状 骨梁及ビ僅少

ナル顆粒 ヲ證明 スルモ ノ多 シ.即 チ増大 セル透明

細胞 ノ出現稍 々著 明 トナ リテ,其 ノ部ニ 於 テハ葉

状 ヲ示 シ該部 ノ肥 大 ノタメニ周邊 部ニ瘤状ニ 突 出

セル部 ヲ認 ム.

骨折治癒第III期ニ於テハ上皮小體 ハ甚 ダ シク大

形透明細胞 ヲ増加シ,小 暗色主細胞 ハ僅 ニ所 々ニ

認 メラルル ニ過 ギズ シテ殆 ド全體ニ 亙 リテ透 明大

形細胞及ビ一 部 ハ稍 々小 ナル胞 體 ヲ有 シ顆 粒 ノ疏

ナ ル細胞即 チ小 暗色主細胞 トノ中間 型 ニヨ リテ占

メラル.甚 ダシク膨 大セルモ ノニ於テハ隣接 セル

細胞 トノ境界不鮮 明 トナ リテ2-3箇 ノ細胞ハ 互

ニ融 合セル如 キ觀 ヲ呈 スルモ ノア リ核ハ中 心性

或 ハ偏 在性 ニシテ一定 セザルモ,其 ノ大サ ヲ増 シ,

染 色質稀薄ナルモ ノ多 シ.猶 核分裂 モ少數ニ 認 メ

ラル.
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骨折治癒第IIII期ニ於テハ一般ニ 大形細胞 ガ大部

分 ヲ占ムルモ,其 ノ胞 體ハ水 樣透 明 ナル モノ ト,嫌

色 ナル顆粒 ヲ有 スルモ ノ トア リ.胞 體透明ナルモ

ノハ周邊部及 ビ中心部ニ散在性ト ナ リ肥大セル胞

體 内 ニ微細疏 ナル顆粒 ヲ生 ジテ肥大淡暗色細胞 ト

モ稱スベキ細胞 ヲ多數ニ示 スニ至リ 半數以上 ヲ占

ム.斯 ル細胞ハ細胞境 界ハ明 カニシテ核モ大 且淡

ニ シテ圓形 ヲ呈 スル モ ノ多 ク,核 分裂 ヲ多數ニ 認

ムル事 多シ.斯 ノ如 キ水樣透明 及ビ淡暗 ノ胞 體 ヲ

有 スル大型細胞間ニハ種 々 ノ程度 ノ移行型ア リテ

之 ヲ交在 ス.

B) 骨 折治癒後期 ニ於 ケル所見

骨折治癒第V期A群(骨 質添加竝ニ 吸收共 ニ旺

盛)ニ 於テハ骨折治癒第IIII期ニ比 シテ著 シキ差ハ

認 メラレザ ルモ透明大形細胞 ハ稍 々増加 セルガ如

キモ胞體 中ニ甚 ダ疏 ナル顆粒 ヲ有スル淡暗色肥大

細胞 ヘ ノ移行型 トモ云 ヒ得ベ キ細胞 多數ニ 認 メラ

ル.サ レ ド淡暗 色肥大細胞ハ猶一般 ニ最モ多數 ヲ

占 メ小 暗色細胞 ハ骨折治癒第IIII期ト同樣ニ 少數 ニ

於テ認 メラルルノ ミ.

骨 折治癒第V期B群(骨 質添加旺盛,骨 質吸收減

弱)ニ テハ透明大型細胞 ハ多數 ヲ占 メ周邊部及 ビ

中心部 ニ認 メラレ,之ニ 交 リテ淡暗色肥大細胞 モ

認 メラルルモ其 ノ數ハ稍 々少 シ.小 暗色細胞 ハ中

心部竝前記 ノ大形細胞等 ノ間ニ介在 スルモ其數ハ

淡暗 色肥大細胞 ト略 ボ同數ナル カ或ハ稍 々少 シ.

骨折治癒第V期C群(骨 質添加減弱,骨 質吸收

旺盛)ニ テハ透 明大形細胞ハ殆 ド之 ヲ認 メシメズ

シテ淡暗色肥 大細 胞 ヲ僅ニ 散在性ニ 認 メ得.サ レ

ド大部分ハ小形細胞 ヨリナリ,比 較的密ナル顆粒

ヲ有 シ,胞 體境 界モ明カナル モノ少 キタメ核 ノ集

團 ノ如 ク見 ユルモ ノ多 シ.斯ル 小形細胞 内ニ於 テ

所 々ニ胞 體中ニ水 樣 ノ内容 ヲ混 ジ顆粒疏 トナルモ

ノア リ.核ハ一 般 ニ橢圓形 ノモ ノ多 ク或ハ長橢圓

形,或 ハ圓形 ノモ ノヲ混 ジ稍 々染色質ニ 乏 シキモ

ノ多 シ.核 ノ分裂 ハ之 ヲ認 メシメズ.

骨折 治癒第VI期ニ 於 テハ上皮小體 ハ全體 トシテ

甚 ダシク肥 大 シ3-4倍 大 トナ リ,之ヲ形成 スル主

細胞 ハ殆 ド大部分ニ 於 テ大形 ノ細胞 ヨ リナ リ,殊

ニ周邊部及 ビ中心部 ノ一部ニ 於テ透 明大形細胞 ヲ

多數ニ認 メ,其 ノ他ハ稍 々疏 ナル顆 粒 ヲ充 タセル

淡暗 色肥 大細胞 ノ多數ニ ヨリテ占居サル.暗 色小

細胞 ハ散 在性ニ 主 トシテ中心 部 ニ小 數ニ認 メラル

ル カ或 ハ殆 ド認 メラレズ.

骨折治癒諸期ニ 於 ケル上皮小體 ノ所見 ヲ總 括ス

ル ニ骨折 治癒第I期 ニハ著明 ナル變化 ニハ非ザ ル

モ既ニ 中等大ニ増 大セル透 明細胞 ノ出現 ヲ少 數ニ

來シ,骨 折 治癒第II期 ニ於テ稍 々著明 ナル透明大

形細胞 ノ多數 ノ出現 トナ リ,骨 折治癒第III期ニ於

テハ最 モ著明 ナル變化 ヲ來 シ殆 ド全 主細胞 ノ透明

大形細胞 ト化 スルニ至ル.サ レ ド骨折治癒第IIII期

ニ於 テハ,透 明大形細胞 ノ多數 ノモ ノニ疏ナル暗

色顆粒 ヲ生 ジ.所 謂淡 暗色肥 大細胞 ノ出現 ヲ見ル

ニ至リ 且細胞 ノ増殖著明ナ リ.骨 折治癒 第V期A

群(骨 質添加竝ニ 吸收共ニ旺盛)ニ 於テハ其 ノ所 見

ハ第IIII期ト大差ナキモ淡暗 色肥 大細胞 及ビ之ト 透

明大形細胞 ノ中間 型ニ ヨ リテ其 ノ大部 分 ヲ占ム.

骨折治癒第V期B群(骨 質 添加 旺盛,骨 質吸收減

弱)ニ テハ透明大形細胞ガ 最 モ多 數 ヲ占 メ淡暗 色

肥 大細胞及 ビ小暗色細胞之 ニ次 グ.猶 骨 折治癒 第

V期C群(骨 質添加減弱,骨 質吸收旺盛)ニ テハ一

般 ニ胞 體小 トナ リ暗色顆粒 ヲ有 スルモ ノ多 クシテ

略ボ對照ニ 近似 ノ状 ヲ認 ム.骨 折 治癒第VI期 ニテ

ハ著 シキ大形 ノ透 明及 ビ淡暗色 ノ肥 大細胞 ヲ多 數

ニ認 メシム.

第3項 本 節 ノ總 括

實 驗 成 績 ヲ總 括 ス ル ニ上 皮 小 體 ハ骨折 後 主

細 胞 ノ著 シ キ膨 大及 ビ透 明 化 ヲ示 ス モ ノニ シ

テ此 變 化 ハ骨 折 治癒 第I期 ヨ リ既ニ 出現 シ,
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次第ニ其ノ度ヲ増加 シ骨折治癒第III期ニ 於

テ最モ多數出現 シ後一部 ハ淡暗肥大細胞 トナ

リテ稍々減少スルニ至ル.

第8表

以上ノ上皮小體所見ヲ骨折局所ノ所見 ト對

比スルニ第8表 ニ示スガ如ク上皮小體主細胞

ノ肥大殊ニ透明化ハ既ニ骨芽新生期ニ認メラ

ルルモ,骨 芽組織分化及ビ骨質添加ノ増進期

ニ増加 シ殊ニ骨折治癒第V期A群,B群 及 ビ

第VI期 ノ如 キ骨質添加ノ ミ旺盛ナルモノニ

於テハ透明大形細胞ヲ猶多數ニ認 ムルモ,骨

折治癒第V期C群 ノ如ク骨質添加減弱セル

モノニ於テハ其ノ所見殆 ド對照ニ近似 シ,透

明細胞ヲ示サズ.即 チ主細胞ノ肥大透明化ハ

骨質添加 ト略ボ併行 シテ消長セリ.

以上ノ成績ハ之 ヲ按ズルニ,上 皮小體 ト骨

折治癒機轉 トノ密接ナル交渉ノ存在ヲ物語ル

モノ ト謂フベク,尠 ク トモ骨折後ニ招來セラ

レシ上皮小體 ノ變化ハ骨折局所 ノ治癒經過 ト

緊密ナル關係ヲ有 スルコトヲ立證セルモノナ

リ トス.

抑 モ上 皮 小體 主細 胞 就 中透 明 大形 細 胞 ノ意

義 ニ關 シテハ 諸 説 ア レ ドモ余 ノ觀 察 セル所 ニ

據 レバ 暗 色 主細 胞 ノ有 スル緻 密 充 滿 セ ル顆 粒

ガ漸 次 液 化融 解 シテ透 明細 胞 トナ リ透 明 性 内

容 ノ充 滿 甚 ダ シ キ時 ハ遂ニ 胞 體 ハ著 シク水 樣

透 明ニ 増 大 スル ニ至 ル モ ノ ニ シテ,連 續 セル

主 細 胞 ノ一 機 轉 状 態 タ ル ヤ明 カ ニ シテ而 モ從

來 一部 ノ人 々ニ ヨ リテ説 カ レタ ル如 ク分 泌 顆

粒 ノ放 出 後 ノ空 虚 状 態ニ 非 ズ シテErdheim,

Peterson, Schall,吉 村 ・田部,相 原 等 ノ主 張

セ ル如 ク分 泌 亢 進期 ニ アル細 胞 ナ リ ト解 スル

ヲ最 モ妥 當 ナ リ トスベ シ.從 ツテ前 記 ノ如 ク

上 皮 小 體ニ 於 ケ ル透 明 大形 細 胞 ノ出現 顯 著 ナ

ル變 化 ハ其 ノ機 能昂 進 ノ表 現 ニ外 ナ ラズ.

是ニ 由 ツ テ敍 上 ノ所 見 ヲ考 察 ス ル ニ上 皮 小

體 ハ骨 析 後 間 モナ ク機 能 亢進 ヲ來 スモ 骨芽 形

成,骨 芽 分 化 竝ニ 殊ニ 骨質 添 加機 轉 ノ最 モ旺

盛 ナ ル時 期ニ 於 テ其 ノ機 能 ノ著 シ キ亢 進 ヲ見

ル ニ至 ル モ ノ ノ如 シ.

文 獻ニ 徴 ス ルー 上 皮 小體 機 能 ガ 骨折 治癒 ト

如 何 ナ ル關 係ニ 在 ル ヤニ 就 テ ハ多 數 ノ實驗 ア

リ.即 チ上 皮 小體 機 能 不 全(摘 出)ノ 際ニ 於 テ

ハ,Canal, Morel, Erdheimハ 鼠,猫 等 ニ

於 テ ハ軟 骨 假 骨 ノ化 骨 遲 延 ノタ メ骨折 治 癒 ヲ

妨 ゲ ラル ルトナ シ,小川,Ross,名 倉,兵

頭 等 ハ假 骨 ノ發 生 及 ビ形 成 遲 延 シ,化 骨 ヲ遲

延 セ シム ト主 張 ス.Chandlerハ 鼠ニ 於 テ骨

折 治癒 現 象ニ 何 等 ノ影 響 ヲ 見 ズ トセ リ.又

Bulbringハ 上 皮 小體 摘 出 動 物ニ 於 ケル 骨 改

造 ノ甚 ダ シ キ作 用低 下 ヲ來 シ,骨 形 成 細 胞 ノ

著 シキ減 少 ヲ見 タ リ ト云 ヒ,又 兵 頭 ハ 同樣 ノ

實 驗 ニ於 テ骨 形 成 細 胞 ハ大 小 不 同 ニ シテ概 シ
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テ小 サク,染 色 力弱 ク且數 モ少 ケシテ化 骨現

象 ハ強 ク障 碍 サ レル ト云 フ.又 上 皮 小 體 ノ機

能 過剩(注 射,移 殖)ノ 時ニ 於 テ モLehman,

兵 頭,志 田 等 ハ移 殖 及 ビ「エ キ ス」注 射ニ 於 テ

ハ假 骨 ノ生 成 ハ寧 ロ遷 延 ス ト云 ヒ,Fineハ 幼

若 犬ニ 於 テ骨 再生 現 象ニ 假 骨 ノ化 骨 遲 延 ス ト

主 張 スル モ,名 倉 ハ何 レ トモ決 定 シ難 シ トナ

シ,小 川,Bischoff, Paul, Engelハ 上 皮 小體 物

質 飼 養ニ 於 テ假 骨 ノ形 成 ハ盛 ン トナ リ化 骨 モ

促 進 ス ト主 張 セ リ.斯 ノ如 ク上 皮 小 體 ガ 骨 折

治 癒ニ 及 ボ ス影 響ニ 關 シテ ハ 今 日未 ダ定 説 ヲ

見 ザ ル モ上 皮 小體 機 能 ガ骨折 治癒 經 過ニ 於 ケ

ル骨 芽 及 ビ假 骨 形 成,骨 質 添 加作 用 ニ一 定 ノ

影 響 ヲ與 フル コ トハCanal, Morel, Erdheim,

小川,Bischoff, Ross,名 倉,兵 頭,Bulbring

等 ノ實驗 成績ニ 徴 シテ瞭 カナ ル ガ如 シ.

而 シテ余 ノ實 驗 成績 ガ亦 此關 係 ヲ ヨク裏 書

セ ル コ トハ 寔ニ 興 味 多 キ事ト 謂 フベ ク,而 モ

既知 諸 家 ノ實驗 ト全 ク其 ノ研 究 方法 ヲ異 ニ セ

ル所 見ナ ル ニ鑑 ミ殊ニ 其 ノ意 義 ハ深 キヲ覺 ユ

ル モ ノナ リ.

次 ニ骨 疾 患 ト上 皮 小體 トノ關 係ニ 就 テ ノ文

獻 ヲ見 ル ニ,種 々ナ ル 骨系 統 的疾 患 或 ハ破 壞

機 轉ニ 於 テ上 皮 小 體 ガ之 ト因果 的 關 係 ノ淺 カ

ラザ ル ヲ知 ル ニ足 ルモ ノ少 カ ラズ.Erdheim

ガ骨軟 化症 ニ於 テ上 皮 小體 ノ肥 大増 生 ヲ唱 ヘ

テ ヨ リ諸 學 者 ノ注 意 スル所 トナ リ.佝 僂 病,

骨 軟 化症,纖 維 性 骨 炎 ノ大 多數ニ 於 テ上 皮 小

體 ノ肥 大或 ハ腫瘍 状 肥 大 ヲ見 ル ハ 已 ニ周 知 ノ

事 實 ナ リ.(Strada, Bauer, Schmidt, Jodyo

U.S.W.)近 來 ノ知 見 ニヨ レバ 骨 系 統 ノ多

發 性 肉 腫,癌 腫,變 形 性骨 炎,骨 質脆 弱症,

蔗 糖 飼 養 ニ ヨル骨 疾 患時 等ニ 於テ モ 其 ノ上 皮

小 體 ノ肥 大増 生 ヲ證 明 ス ル ニ至 レ リ.而 シテ

斯 カル肥 大増 生 ノ如 キ形 態 學 的 變 化 ガ如 何 ナ

ル 意義 ヲ有 ス ル ヤ ハ 未 ダ 議 論 區 々 タ ル所 ナ

ル モErdheim, Gierke,相 原 等ハ 之 ヲ機 能

亢進 ノ表 徴 ト見 做 シタ リ.コ ノ諸 種 ノ骨 疾 患

ト上 皮 小體 ノ變 化 トノ因 果 關 係ニ 就 テ,未 ダ

定 マ レル説 ナ ク,Erdheimハ 上 皮 小 體 ノ變

化 ハ骨 疾 患 ニ ヨル二 次 的 ノ變 化 ナ リ トシ,骨

疾 患 ノタ メ ニ機 能 ノ亢 進 ヲ起 シタ ル像 ナ リ ト

主 張 シ,Stradaモ 之ニ賛 意 ヲ表 セ ル モ之 ニ

反 シBlazicek, Freund, Weber, Hecker,

Krajenska, Muller, I. Bauer, Kahler等 ハ

骨 軟 化 症 ト 「テ タ ニ ー」 ト相 伴 ヒテ出 現 セル

事 ニ ヨ リ,又Schlagenhaufen, Maresch,

Sauer, Simonds, Mandel, Gold, Eggers,

Wilder, Snapper, Askupmark等 ハ纖 維 性

骨 炎 ノ治癒ニ 向 ツテ上 皮 小體 摘 出 ノ有 效 ナ ル

事 實ニ 基 キ上 皮 小 體 ノ變 化 ハ寧 ロ骨疾 患ニ 先

ズ ル第 一次 的 ノモ ノナ リ ト論 斷 セ リ.

之 ヲ要 ス ル ニ骨 疾 患 ト上 皮 小 體 ノ變 化 トノ

間ニ 於 ケ ル 因果 關 係ニ 就 テ ハ 未 ダ實 驗 的 證 明

ヲ缺 キ從 來 ノ見 解 ハ推 斷 ノ域 ヲ脱 セザ リ シナ

リ.然 ルニ 余 ノ實 驗ニ 於 テ骨 折 後 之ト 關 聯 シ

テ上 皮 小體 實質 細 胞 ノ肥 大増 生 ヲ認 メ タ ル ハ

尠 ク トモ上 皮小 體 ノ形 態 學 的 變 化 ガ骨 傷 害 ニ

續 發 シテ發 來 スル コ トヲ確 證 セ ル モ ノニ シテ

本 問題ニ 關 スル從 來 ノ論 爭 ノ解 決 ニ一 歩 ヲ進

メタ ルモ ノ ト云 ヒ得ベ シ.

第5節 實 驗 動 物ニ 於 ケ ル胸 腺 ノ所 見

對 照動吻中5例 及 ビ 骨折 動物 中53例ニ 於 ケル

胸 腺 ノ組織學的所見 ハ之 ヲ第9表ニ 概示スル ニ止

メ,詳 細 ナル所 見 ヲ以下總括的ニ 敍述 スベ シ.
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第1項 對 照 動 物ニ 於 ケル胸 腺 ノ所 見

對照動物 ニ於 ケル胸 腺 ノ皮質 ノ廣サハ髓 質 ヨ リ

稍 々狭 小ナルカ或ハ皮質 略ボ同 ジ廣サ ナルモ ノ多

ク皮髓 ノ境界 ハ稍 々鋭 利ナルモ ノアルモ稍 々不 明

瞭 ナルモ ノア リ.皮 質ニ 於 ケル胸腺小細胞 ノ密度

ハ少 シク鬆疏 ニシテ,細 胞 ノ核 ハ染色質ニ 富 メル

モ ノ甚 ダ多ク.核 材 ヲ明カニ見 ルモ ノ甚ダ尠 シ.

皮 質ニ於 ケル網状織細胞 ハ明瞭 ナル モノ多 ク,一

般 ニ稍 々増大 シテ原形質内ニ小 ナル空泡或ハ胸腺

小細胞 ヲ有 スル モノヲ認 メシム.髓 質細胞 ハ比較

的密ニ 且不規則ニ排列 シ上皮樣 ナルモ胞體著 明ナ

ラザル モノ多 シ.核 ハ圓形,橢 圓形,多 角形 ヲ呈

シ,染 色質ハ緻 細ナル網状 ヲナ シテ淡染セ リ.斯

ル髓質細胞 ヨ リ甚ダ シク大ニシテ胞體ハ 「エオジ

ン」ニ 僅 ニ濃染 シ核染色ニ 乏 シキ細胞 モ小數ニ 認

メラル.「ハ」氏小體 ノ層疊状球状 ヲナ セル定 型的

ノモ ノハ僅少 ニシテ前記髓質細胞 ノ増大セルモ ノ

ガ不規則ニ 集團 ヲナセルモ ノ僅ニ 認 メ得.髓 質ニ

於 テハ更 ニ夫等 ノ細胞 ノ間ニ 皮質ニ 於 ケル胸 腺小

細胞 ガ瀰 漫性ニ行進 セ リ.間 質部或ハ皮髓 兩質 ノ

境界部ニ 於テ比較的限局性ニ 「エオ ジン」嗜好性細

胞 ヲ認 メ得 ルモ ノア リ.

第2項 骨折 動 物ニ 於 ケル胸 腺所 見

A) 骨折治癒 前期ニ 於 ケル所見

骨折治癒 第I期ニ 於テハ皮質 ノ胸腺 小細胞 ノ密

度ハ對照 ト略ボ同樣ナル カ或 ハ稍 々増減ヲ示 スモ

ノアリテ.定 セズ.網 状織細胞 ノ状態 モ略 ボ對照

ノ域 ヲ出デ ズ.髓 質 ニ於 ケル胸腺 小細胞 モ一般 ニ

瀰漫性ナルモ稍 々小群 ヲナ シテ存 スルモ ノ多 シ.

皮髓 兩質 ノ境界 モ亦 一定セズ.髓 質細胞ハ核及ビ

胞 體 ノ肥 大セルモノ散見スルモ對照ニ比 シテ寧 ロ

少 ク,「ハ」氏小體ハ全 ク之 ヲ認 メザ ルカ或ハ甚ダ

少數 ニ認 メ得 ラルル ノ ミ.サ レド髓質細胞 ノ増殖

ハ稍 々認 メラルルモ ノア リ.「エ オジン」嗜好性細

胞ハ殆 ド認 メラレズ.

骨 折治癒 第II期 ニ於 テハ皮 質 ノ胸 腺小細胞 ノ密

度 ハ稍 々増加 ヲ來 セルガ如 ク皮質 ハ髓 質ニ比 シテ

其 ノ廣 サ稍 々狹 キモ ノ多 キモ,髓 質 ヘ ノ胸腺小 細

胞 ノ行進 ハ稍 々多 キ ヲ加 フ.髓 質細胞 ハ増殖 ヲ認

メ ラレ且肥 大セルモ ノ多 ク核 ハ太 クシヲ橢圓形,

或 ハ不正形 ヲ呈 シ,核 膜 ハ明 カナルモ核染色ニ 乏

シキ肥 大型 ヲ増加 セ リ.猶 斯 ル細胞 ガ不定形 ノ集

團 ヲ形成 セ ル モ ノ ヲ認 メ得.猶 定型的 ノ小 ナ ル

「ハ」氏小體 ノ肥 大 セル モ ノハ未ダ著明 ナラズ.

「エオジ ン」嗜好性細胞 ハ間質或 ハ被膜ニ 於 テ小數

ニ認 メラルルモ ノア リ.

骨折治癒第III期ナルモ ノニテハ皮質 ノ胸腺小細

胞 ノ密度ハ該期中2週 時 ノモ ハニテハ稍 々緻密ナ

ル モ ノ多 キモ3週 時 ニ於 ケルモ ノニテハ稍々鬆疏

ナルモ ノヲ見 ル.網 状織細胞 ハ皮質 ノ緻密ナ ル例

ニ於 テハ稍 々縮小 セルガ如 シ.髓 質ヘ ノ胸 線小細

胞 ハ何 レモ稍 々行進 ヲ増 シ瀰漫性或ハ小群 ヲナ シ

テ存 セ リ.從 ツテ皮髓兩質 ノ境界 ハ稍 々鋭 利ナル

モ ノ或ハ稍 々不明瞭ナルモ ノア リ.髓 質細胞 ハ核

及ビ胞體 ノ肥大 セルモ ノ甚ダ増加 シ且之等細胞 ガ

互ニ 癒合 シテ胞體合 一シ大小 ノ集團 ヲナセル モノ

増加 シ,又 定型的「ハ」氏小體 ノ小 ナルモ ノ新生 サ

ルル状更ニ 明カニ シテ或 ハ小 ナル「ハ」氏小體 ノ周

邊ニ 髓質肥 大細胞 ノ集合 シテ大 ナル「ハ」氏小體 ヲ

形成セルモ ノ増加 セリ.而 シテ定型的「ハ」氏小體

或ハ髓 質肥 大細胞 ノ集 團 ノ周邊 ニハ胸 腺小細胞 ノ

集合 ヲ多數 見ルモ ノ多ク,又 内部 ニモ侵 入 セルモ

ノア リ.「エオ ジン」嗜好性細胞 ハ殆ド認 メラレザ

ル カ或ハ間質,被 膜 ニ於 テ少數ニ 認 メ ラ ル ル ノ

ミ.骨折治癒第IIII期ニテハ皮質 ノ胸腺小 細胞 ハ稍 々

緻密ニ 存スルモ ノ多ク,皮 質 ノ廣 サモ髓 質ニ比 シ

テ稍 々勝 レルモ髓 質ヘ ノ胸 腺小細胞 ノ行進ハ稍々

瀰漫性ニ 多キモ ノヲ見 ル.タ メニ皮髓 兩質 ノ境界
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ハ稍 々鋭利ナル所 アルモ又稍々不明瞭 ナル箇所 ヲ

モ認 メラル.髓 質細胞 ハ猶肥大型 ノモ ノ多 クシテ,

之等集 マ リテ大ナル集團ヲナスモノア リ.又 「ハ」

氏小體 ノ小型 ノモ ノ及ビ肥大 セル モノモ猶多數 ニ

認 メラルルモノア リ.「エオジン」嗜好性細胞 ハ殆

ド無キカ或ハ間質被膜 ニ散見スルヲ見 ル.

B) 骨折治癒後期 ニ於 ケル所見

骨折治癒第V期A群(骨 質添加竝ニ 吸收共ニ旺

盛)ニ 於テハ一般 ニ皮 質 ノ胸腺小細胞 ハ猶其 ノ密

度稍 々緻密 ナル モノ多 ク皮質 ノ廣サモ髓質ニ 比 シ

テ稍 々廣 キモ ノ多 シ.髓 質ニ於 ケル胸 腺小細胞 ノ

行進度ハ略ボ對照ニ 同 ジキモ僅ニ 多キモ ノ或 ハ少

キモノア リ.從 ツテ皮髓兩質 ノ境界ハ比較的鋭利

ナルモ ノ多キモ,箇 所 ニヨリテハ稍 々不明瞭 ナル

部位 ヲ認 メ得.皮 質 ノ網状織細胞ハ稍々縮小 セル

ガ如 シ.髓 質細胞 ハ肥 大セルモ ノ稍々減少シ,而

モ其 ノ多 クハ索状 ヲナシ テ走行 セ リ.「ハ」氏小體

ハ小ナ ルモ ノハ甚 ダ減少 シ,肥 大セル「ハ」氏小體

モ減數 ヲ示 ス.一 部ニテハ髓 質肥 大細胞 ノ索 状走

行 セルモ ノハ 「ハ」氏小體 ト連繋 セルモノア リ.

「エオジン」嗜 好性細胞 ハ何 レニ モ間質 及ビ被膜 ニ

於テ認 メラレ,皮 髓兩質 ノ境界ニ 集團的ニ 認 メラ

ルルモノア リ.

骨折治癒第V期ニ 於 ケルB群(骨 質添加旺盛,

骨質吸收減弱)ニ テ ハ皮質 ノ胸腺小細胞 ハ稍 々鬆

疏 ナル モノ多 ク稍々緻密ナルモノモ少數 ニ認 メラ

ル.皮 質 ノ廣 サハ髓質ニ比 シテ稍々廣キモ ノ,皮

髓略 ボ同 樣ナルモノ,或 ハ狹 キモ ノ等種 々ニ シテ

一定セズ.髓 質 ニ於 ケル胸腺小 細胞 ノ行進ハ中等

量 ノモ ノ多キモ稍々多キモ ノ猶存 ス.皮 髓 兩質 ノ

境界ハ稍 々鋭利 ナルモ ノアルモ一般ニ 稍 々不 明瞭

ナルモ ノ多 シ.髓 質細胞 ノ肥大型 ハ該期ニ於 ケル

A群ニ 比 シテハ未ダ著明ナルモ索状 ニ走行 スルモ

ノ少 シ.小 ナル「ハ」氏小體 ノ新生 ハ稍 々少 キモ肥

大 セル「ハ」氏小體ハ稍 々多數 ニ認 メラル.即 チ髓

質肥 大細胞 及ビ「ハ」氏小體ハ一 般ニ 該期ニ 於 ケル

A群ニ 比 シテ多數ニ 現 レ,骨 折治癒第IIII期ニ比 シ

テハ小ナル「ハ」氏小 體 ノ新生ニ 於 テ減弱 シ,髓 質

細胞 及ビ「ハ」氏小體 ノ肥大 セルモ ノハ其 ノ状 態 ヲ

同 ウス.「 エオ ジン」嗜好性細胞 ハ殆ド認 メラレザ

ルモ ノアルモ,皮 質 及ビ髓 質ニ 於 ケル實質中ニ 散

見 スルモ ノ半數例ニ 於テ認 メラル.

骨折治癒第V期 ニ於 ケルC群(骨 質添加 減弱,

骨質吸收旺盛)ニ テ ハ皮質 ノ胸腺小 細胞 ノ密度 ハ

緻密 ニシテ皮質 ノ廣 サハ髓 質 ニ比 シテ甚 ダ大 ナル

モ ノ多 ク,髓 質ニ於 ケル胸腺小細胞 ノ行進 ハ中等

度 ナル カ或 ハ稍 々多 キ状態 ニア リ.從 ツテ皮髓 兩

質 ノ境界 ハ鋭 利ナ リ.皮 質 ノ網状細胞 ハ稍 々縮小

セルガ如 シ.「 ハ」氏小體ハ一 般ニ 定型的層 疊状 ヲ

ナセルモ ノハ小 ナル ト肥大 セルモ ノナル トニ拘 ラ

ズ僅少 ニシテ,育 大 セル髓質細胞 ガ互 ニ連繋 シテ

索状 ニ配 列 セルモ ノ多 シ.斯 ル索状配列 ノ中心 部

或ハ周邊 部ニ小 ナル定型的「ハ」氏小體 ノ存 在 ヲ見

ルモ ノア リ.「エオジ ン」嗜 好性細胞ハ一 般 ニ少 ク

間質及 ビ被膜 ニノミ存 スルモ ノ多 シ.

骨折治癒第VI期(骨 質添加 ノミ旺盛)ニ テハ皮

質 ノ胸腺小細胞ハ一 般ニ 稍 々鬆 疏 ニシテ皮質 ノ廣

サハ髓質ニ 比 シテ狹小 ナ リ.髓 質ヘ ノ胸腺小細胞

ノ行進 ハ小群 ヲナシ,或 ハ瀰 漫性ニ 存 スル モ略 ボ

中等度 ナ リ.皮 髓兩質 ノ境界ハ稍 々不 明瞭 ナル所

多 シ.猶 皮質 ノ網状織細胞ハ稍 々肥大 セル ガ如 シ.

髓質ニ 於 ケル「ハ」氏小體ハ一 般ニ 甚 ダ多 ク シテ定

型的 ノ層疊状 ヲナスモ ノ大小種 々ナルモ 肥 大セル

モ ノ多 ク髓 質細胞 ノ肥 大セルモ ノハ比較 的少 ク索

状 ヲナスモ ノアルモ一般ニ 瀰漫 性ニ存 ス.「エオ ジ

ン」嗜好性細胞ハ實質中ニ 存 スルモ ノヲ認 メ得 タ

リ.

以 上 ノ所見 ヲ總括 スニル胸腺皮質 ノ所見 ハ骨折

治癒第I期 ニテハ一 定 セザ ルモ骨折治癒 第II期 ニ

於 テハ胸腺小細胞 ノ密度増加 ヲ多數ニ 認 ムルニ至
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リ骨折治癒 第III期及 ビ第IIII期ニ於 テモ猶胸腺小細

胞 ノ密度増加 ヲ持續 セルモノ多 シ.骨 折治癒 第V

期ニ 於 ケルA群(骨 質添加及ビ吸收共ニ 旺盛)ニ

テハ皮質 ノ胸腺小細胞 ノ密度増加 ヲ認 メ得ルモ,

B群(骨 質添加旺盛,骨 質吸收減弱)ニ テハ稍 々鬆

疏 トナ リテ略 ボ對照ニ等 シキモ ノ多 ク,C群(骨

質 添加減弱,骨 質 吸收旺盛)ニ テハ胸腺小細胞 ノ

密度増加 シテ緻密 ナル モ ノ多 シ.猶 骨折 治癒第VI

期 ニテハ皮質稍 々鬆疏 トナ リテ對照ニ比 シテ大差

ナ シ.

即 チ骨折治癒第II期 ヨ リ稍 々胸腺小細胞 ノ密度

増加 ノ像 ヲ認 ムルモ,其 ノ程度ハ著明ナルモ ノ少

ク且同 一時期ニ 於テモ稍 々輕重 ノ差異ア リ.サ レ

ド少數 ノ例外 ヲノゾケバ殆 ド常ニ 對照ニ 比 シテ胸

腺小細胞 ノ密度ハ減少 セルモ ノナク,骨 折治癒經

過 中ハ殆 ド退縮 ノ状 ヲ認 メシメズ.

髓質ニ 於テハ骨折治癒經過中骨折治癒第I期 ニ

於 テハ髓質細胞 ノ増生 ハ認 メ得 ラルルモ ノアルモ

肥 大セルモ ノハ甚ダ少 クシテ且「ハ」氏小體 ノ形成

僅 少ニ シテ對照ニ 比 シテ寧 ロ少 キ状態ナ リ.サ レ

ド骨折治癒第II期 ヨ リハ髓質細胞 ノ肥 大モ多數ニ

認 メラルルニ至リ 且小ナル「ハ」氏小體 モ出現 スル

ニ至 リ對照ニ 比 シテ著 明ナル モ,肥 大セル「ハ」氏

小體 ノ出現ハ未ダ著明ナ ラズ.骨 折治癒第III期ニ

於テハ髓質細胞 ハ肥大セルモ ノハ2週 時 ノモノニ

於テハ更ニ 著明ニ 増加 ヲ來 シ.且 「ハ」氏小體 ノ新

生モ更ニ増加 シ,「ハ」氏小體 ノ肥大 セルモ ノヲ増

ス.骨 折治癒 第IIII期ニ於テハ髓 質細胞 ハ肥大型猶

稍 々多 ク,「ハ」氏小體 ノ新生及 ビ肥 大モ猶著 明ナ

ルモ ノ多 キモ,骨 折治癒第V期ニ 於 ケルA群(骨

質添加竝ニ 吸收共ニ旺盛)ナ ルモ ノニテハ髓質細

胞肥大 セルモノ及ビ 「ハ」氏 小體 ノ新生及 ビ肥大

ガ著 シク減少 シテ對 照ニ近似 ノモ ノ多數 ニ認 メラ

ル.且 髓質細胞ハ主 トシテ索 状ニ走行 セルモノ多

シ.骨 折治癒第V期B群(骨 質添加旺盛,骨 質吸

收減弱)ナル モ ノニテハ髓質細胞 ノ肥 大及ビ「ハ」

氏小體 ノ肥 大 セル モ ノハ稍 々著明ニ 認 メラルル モ

「ハ」氏小體 ノ新生ハ減數 セ リ.猶 骨折治癒第V期

C群(骨 質添加減弱,吸 收旺盛)ナ ル モノニテハ

「ハ」氏小 體 ノ新生及 ビ肥大ハ何 レモ減數シ テ略 ボ

對照ニ 等 シキモ未 ダ髓質細胞 ノ肥 大型ハ對照 ニ比

シテ稍 々多 キヲ見 ル.サ レド之等細胞 ハ主 トシテ

索 状ニ配列 サル.骨 折治癒第VI期ニ 於 ケル骨質添

加作 用 ノ ミ旺 盛ナルモ ノニテハ.「 ハ」氏小體 ノ大

小種 々アルモ肥 大型甚 ダ多 ク,髓 質細胞 ノ肥大 ハ

著明 ナラズ.

第3項 本 節 ノ總 括

本 實 驗ニ 於 ケ ル成績 即 チ對 照 竝ニ 骨折 時 ニ

於 ケ ル胸 腺 ノ組織 學 的 所 見 ヲ總 括 ス ル ニ骨 折

治 癒經 過 中胸 腺 皮 質 ハ殆 ド退 縮 ヲ認 メズ.髓

質ニ 於 テハ髓 質 細 胞 ノ肥 大,「 ハ」氏小 體 ノ新

生 肥 大 ヲ認 メ シム.而 シ テ骨折 局 所所 見ト 胸

腺 所 見 ヲ對 比 スル ニ 第10表ニ 示 ス如 ク 皮 質

第10表
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ニ於ケル胸腺小細胞 ノ密度ハ骨折治癒第I期

ニ於テハ不定ナルモ骨折治癒第II期ヨ リ其

ノ密度ハ増加シ,一 般ニ經過中 ハ稍 々増加 ノ

状態ニアルモ骨折治癒第V期B群(骨 質添加

旺盛,吸 收減弱)友ビ 骨折治癒第VI期ニ テハ

略 ボ正常状態ニアリ,第V期C群(骨 質添加

減弱,吸 收旺盛)ニ テハ最モ緻密 ノ度強 シ.

即チ皮質胸腺小細胞ノ密度ハ其ノ變化タルヤ

著明ニハ非ザルモ,骨 質吸收機轉 ノ消長 ト併

行 シテ動揺スルモノノ如 シ.髓 質ニ於ケル髓

質細胞 ノ肥大,「 ハ」氏小體 ノ新生及 ビ肥大ハ

骨折治癒前期ニ於テハ骨芽分化及 ビ骨質添加

ト,骨 折治癒後期ニ於テハ骨質添加ノミト略

ボ消長ヲ同ウセルモノニシテ,骨 折治癒第II

期 ヨリ髓質細胞ノ肥大,「ハ」氏小體 ノ新生開

始サレ,骨 折治癒第V期C(骨 質添加減弱,

骨質吸收旺盛)ニ 於テ略ボ正常 トナル.而 シ

テ「ハ」氏小體ハ髓質細胞ノ肥大ニ先驅サレ,

次 イデ「ハ」氏小體 ノ新生更ニ肥大ヲ來セルモ

ノニシテ髓質細胞 ノ肥大 ト「ハ」氏小體 トハ密

接ナル關係ニアルヲ認メシム.要 スルニ胸腺

ノ實質細胞ハ骨折治癒機轉ト一定 ノ關聯 ヲ保

チテ消長セルガ如 シ.

抑モ胸腺ハ甚ダシク鋭敏ナル臟器ニシテ種

種ノ疾患ニ於テ其 ノ形態的變化ヲ來ス事ハ諸

學者 ノ認ムル所ニシテ,其 ノ本來ノ機能的意

義ニ關 シテモ未ダ決定ヲ見ルニ至 ラザルモノ

アルハ又一ツニハ之ニ職由スル トコロアルベ

シ.サ レド現今多數學者ノ研究ノ結果 ヲ總括

スルニ胸腺機能ガ主 トシテ榮養,解 毒,生 長

コトニ骨成長ニ關係ヲ有スル事ハ略ボ確定 ノ

域ニ達セルガ如 シ.而 シテ骨生長 トノ關係ニ

就テハFriedlebenノ 胸腺摘出實驗以來諸學

者 ニ ヨ リテ檢 討 セ ラ レ,Paton, Fischl, Hart

u. Nordmann, Zappenheimer,頓 宮,Renton,

Parku. Mc. Clure, Allen等 ハ胸 腺 ハ生 體 ノ

生長ニ 缺 ク可 カ ラザ ル モ ノ ニ非 ズ シテ胸 腺 摘

出 ニ ヨ リテ何 等 ノ影 響 ス ル所 ナ シ トス ル ニ 反

シ,Friedleben, Abelons et. Billard, Basch,

Ranzi, Klose & Vogt, Matti, Flesch,桂,村

上,生 田,清 成 等 ハ胸 腺 ノ骨 發 育及 ビ再 生ニ 重

大 ナ ル影響 ヲ與 フル モ ノ ナ ル事 ヲ證 シタ リ.

而 シテ之 等從 來 ノ研 究 ハ殆 ド專 ラ胸 腺 生 理

學 的 方 面ヨ リ行 ヘ ル觀 察 ニ シテ,骨 傷 害時 ニ

於 ケル胸 腺 ノ態 度ヲ 觀 察 セ シ モ ノ ハ 極 メ テ

蓼 々 ナル現 況 ナ リ.文 獻 ヲ渉獵 スル ニ,骨 折

時 ノ胸 腺 ノ態 度 ヲ檢 シタ ル モ ノ ニEnrique,

Goldnerア リ.兩 者 何 レモ骨 折 時 ニ 於 ケ ル

「ハ」氏小體 ノ新 生 ヲ認 メタ ル モEnriqueハ

「ハ」氏 小體 ノAnziehungszentrenヲ 研 究 シ,

Goldnerハ 骨折 時ニ 於 ケル 「ハ」 氏小 體 ノ新

生 ハ胸 腺 ヲ形 成 スル總 テ ノ細 胞 ヨリ誘 導 サ レ

得 ル モ ノニ シテ 骨折 治癒 期ニ 至 ル迄 ハ「ハ」氏

小 體 形 成 ヘ ノ亢 進 ヲ持 續 スル モ ノ ナ リ ト云 ヘ

リ.

本 實驗ニ 於 テ ハ骨 芽 組 織 ノ ミ増 加 セル 時 期

ニ於 テ ハ寧 ロ「ハ」氏 小體 ノ形 成 ヲ減 ズ ル ガ 如

キ モ他 ノ時 期 ニ於 テ ハ「ハ」氏 小 體 ノ新 生及 ビ

肥 大 ヲ認 メ骨折 局 所 治 癒 機 轉ノ 最 モ順 調 ニ經

過 セル時 期 即 チ骨折 治癒 第V期C(骨 質 添 加

減 弱,骨 質 吸收 旺 盛)ニ テ ハ「ハ」氏 小 體 ノ減

少 ヲ來 セル 状 ヲ認 ムル 事 ヨ リ シテ骨折 治 癒 經

過 ニ於 ケル「ハ」氏 小體 ノ態度 ハ略ボGoldner

ノ述ブ ル所 ト一致 セル所 ア リ.但 シ其 ノ發 生

學 的 見地,即 チ胸 腺 ヲ形 成 スルニ總 テノ 細 胞

ヨ リ「ハ」氏 小體 ヲ生 ズ トノ説ニ 對 シテ ハ賛 否
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ヲ保 留 ス.

元來 胸 腺 ノ實 質 ハ胸 腺 小細 胞(Thymoyten,

Kleine Thymuszellen)網 状織 細 胞,髓 質細 胞

及 ビ「ハ」氏 小體 ヨ リ成ル.而 シテ胸 腺 小細 胞

ノ成 因ニ 關 シテハ猶 議 論 ノ存 ス ル所 ナ ル モ,

胸 腺 ノ生 理 的 退 縮 竝ニ 偶 發 性 萎 縮,或 ハ胸 腺

肥 大,再 生等 ノ退縮 或 ハ進 行 性 變 化ニ 於 テ ハ

胸 腺 ノ主 ナ ル實 質 ヲ形 成 ス ル胸 腺 小 細 胞 ノ増

減 ガ其 ノ主 症 ヲナ セ ル モ ノニ シテ從 ツテ皮 質

ニ於 ケル胸 腺 小 細 胞 ノ態 度 ハ胸 腺 機 能 ノ消 長

ト甚 ダ密 接 ナ ル關 係 ニ アル 事ハ一 般 ノ認 ム ル

所 ナ リ.サ レ ド「ハ」氏 小 體ト 胸 腺機 能 ノ關 係

ニ就 テハ 未 ダ定説 ヲ得 ル ニ至 ラズ シテ該 小體

ノ發 生ニ 關 スル 問題 ト共ニ 未 解 決 ノ状 態 ニ ア

リ.而 シテ文 獻 上發 生 ニ關 ス ルモ ノ尠 カ ラザ

ル モ,「 ハ」氏 小體 ハ上 皮性 網 状 細 胞 即 チ髓 質

細 胞 ノ誘 導體 ヨ リ其 ノ大部 分 ノ形 成 サ ルル 事

ハ現 今疑 ヒヲ容 レザ ル所 ナ リ.本 實 驗ニ 於 テ

モ髓 質細 胞 ノ核 ハ肥 大 シ染 色 質 漸 次ニ 減 少

シ,原 形 質 ハ濃 染 シテ細 胞 ハ肥 大腫 脹 セ ル モ

ノア リ.斯 カ ル髓 質 細 胞 ハ單 一 ナル「 ハ」氏 小

體 或 ハ數 箇 集 マ リテKaufmannノ 求心 性 層

疊 状 ノ定 型 的 「ハ」 氏 小體 ヲ形 成 ス ルニ至 ル

ノ状 ヲ認 メ得.又 數 箇 或 ハ 十數 箇 ノ細 胞 ガ相

集 リテ 不規 則 ナ ル集 團 ヲ形 成 ス ルモ ノ ア リテ

Hammerハ 之 ヲIrregulare epitheliale Zel-

lverbandeト 稱 シテ「ハ」氏 小體 トノ關 係 ヲ承

認 シ,Paulithyky, Watney, Amann, Bienert

等ハ 之ニ 賛 シ,渡 邊 ハ之 ヲ細胞 性 ノ不 定 型 的

「ハ」氏 小 體 トセ リ.白 鼠 ノ胸腺ニ 於 ケ ル「ハ」

氏 小 體ハErdheim, Flesch,渡 邊 等 ノ研 究 ア

リ.Erdheimハ 「ハ」氏 小體 ハ極 メ テ僅 少ニ

シテ,而 モ多 クハ極 メテ小 ニ シテ大 ナル 層疊

状 球 状 ヲ ナ セ ル モ ノ ハ 稀 ニ シテ多 ク ノ場 合

「ハ」 氏 小 體 ハ缺 如 セ ル ガ如 ク見 ユト 云 ヒ,

Fleschハ 定 型 的「ハ」氏小 體 ガ全 ク存 セザ ル ヲ

著 明 ナ ル所 見 トナ シ,Irregulare epitheliale

Zellverbandeノ ミヨ リ成 ル ト云 フ.渡 邊 ハ

定 型 的「ハ」氏 小體 及 ビ不 定型 的 「ハ」氏 小體 ヲ

共ニ 認 メ.可 成 リ多 數ニ 認 メ ラル ル ト云 フ.

余 モ亦 對 照 例ニ 於 テ上 述2種 ノ「ハ」氏 小體 ヲ

認 メ得 タ ル モ渡 邊 ノ如 ク多 數 ニ ハ之 ヲ認 メ得

ラ レズErdheim, Fleschノ 如 ク全 ク或 ハ殆

ド之 ヲ認 メ得 ザ ル ガ如 キ状 ハ認 メ ラ レズ何 レ

モ比較 的 僅 少 ナ ルモ ノナ リキ.

而 シテ「ハ」民 小 體 ノ意 義ニ 關 シテハStohr

一派 ハ本 小體 ハ何 等 重要 ナ ル意 義 ヲ 有 セザ ル

遺 物 ニ シテ胸 腺 退縮ニ 關 係 アル モ ノト 考ヘ,

HammerハStohr派 ノ説 ヲ否 定 シ,「 ハ」氏

小體 ハ胸 腺 ノ機 能 ニ密 接 ナ ル關 係 アル 髓 質細

胞 ノ肥 大 ニ ヨ リテ生 ズ ル モノ ニ シテ胸 腺 ノ能

働 期ニ 屬 スベ キ モ ノナ リ ト云 ヒテ之ニ 機 能 的

意 義 ヲ附 與 セ リ.又Johnsonハ 實驗 的胸 腺饑

餓 退縮 後 ノ再 生 ニ際 シ本 小體 ノ新 生 ヲ見 タ ル

故 ニ本 小 體 ハ機 能 的 意義 ヲ有 ス トナ シMensi,

Magnie, Dausten, Goldner等 ハ胸 腺 ノ内 分

泌 ハ 本小 體 ノ行 フモ ノ ナ リ ト推 論 セ リ.更 ニ

Schafferハ 本 小 體 ノ貪 喰 現 象 ヲ説 キ,竹 内 モ

本 小體 及ビ 一般網 状織 細 胞ニ 胸 腺 ノ機 能 的 意

義 ヲ置 ケ リ.最 近 江 島 ハ馬 ノ新 鮮 ナ ル「ハ」氏

小 體ノ 内 容 ヲ化 學 的 ニ檢 シ,且,該 抽 出 物 ニ

ヨ リテ實 驗 セ ル結 果「ハ」氏 小 體 ノ内容 ハ細 胞

ノ破 壞物 ヲ含 ム事 少 ク シテ大 部 分 ハ分 泌 性 物

質 ニ シテ單 ナ ル退 行 性 産 物 ニ非 ズ,酵 素 竝 ニ

「ホル モ ン」保 有 ノ物質 ヲ含 ム機 能 的 意義 ヲ有

スル モ ノ トナ セ リ.
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本實驗 ノ成績ニ徴 スルモ「ハ」氏小體 ハ單ナ

ル胎生時 ノ遺物 トシテ病理的變化ヲ表ハサザ

ル不要物 トハ解 シ難 クHammer一 派 ノ説 ヶ

ル如ク一定 ノ機能的意義 ヲ有スルモノ ト解 ス

ルヲ以テ妥當 トナスベ シ.

第4章 總括及ビ考按

前章ニ縷述 セル成績ヲ總括 スルニ白鼠ノ大

腿骨ヲ骨折セシムレバ,其 ノ内分泌臟器,就

中,腦 下垂體,甲 状腺,上 皮小體,胸 腺ニ於

テハ二次的ニ一定顯著ナル組織學的變化ヲ發

現ス.而 モ之等ノ變化ハ骨折治癒經過ノ諸期

ニ於テ一定ノ推移消長ヲ示ス事ヲ明カニシタ

リ.其 ノ詳細ハ既ニ前章ノ各節末項ニ於テ總

括的ニ述プル所 アリタルガ,其 ノ要點ヲ約述

ス レバ次ノ如 シ.

腦下垂體前葉ノ好鹽基性細胞及ビ分化性嫌

色細胞ハ骨折部 ノ骨芽分化 ノ進ムニ伴 ヒテ分

泌顆粒ノ融解ヲ來 シテ膨大シ,顆 粒融解型竝

ニ更ニ顆粒活動型 ヲ増加ス.好 酸性細胞ニモ

顆粒ノ減少アリテ骨芽分化ノ旺盛 トナルニ伴

ヒテ顆粒活動型ノ出現 アルモ前者ノ如ク顯著

ナラズ.主 細胞ハ骨芽分化ノ旺盛期ニ於テ最

モ減數セリ.之 等ノ諸變化ハ骨芽分化機轉ノ

減弱ニ伴 ヒテ漸次 ニ正常状態ニ恢復ス.中 葉

細胞ハ骨質吸收機轉ノ旺盛ナル時期 ト略ボ併

行 シテ肥大型ヲ増 ス.甲 状腺ハ骨折後骨質吸

收 ノ開始サルルヤ膠樣質ノ液化及 ビ吸收 ヲ認

ムルニ至 リ次 イデ骨質ノ吸收機轉ノ盛衰ニ一

致 シテ膠樣質 ノ液化吸收モ増進或ハ減退ス.

上皮小體 ハ骨折後主細胞ノ肥大竝ニ透明化ヲ

來スモ之ハ主 トシテ骨質ノ添加機轉 ト略ボ併

行 シテ消退ス.胸 腺ニアリテハ皮質小細胞 ノ

密 度 ハ著 明 ナ ル變 化 ナ ラザ ル モ,略 ボ骨 質 吸

收 機 轉 ノ消 長 ト併 行 シテ動 搖 セル ガ如 ク,又

「ハ」氏 小 體ハ 骨 芽 分 化 及ビ 骨 質 ノ添 加ニ 伴 ヒ

テ 其 ノ新 生 及 ビ肥 大 ヲ來 セ リ.

飜 ツテ骨 折 時ニ 於 ケル 身體 ノ諸 種 ノ變 調 ニ

關 シテ ハ 巳 ニ諸 家 ノ研 究 ア リ.骨 折 治 癒 經 過

中 ニ於 テ血 清 中 ノ「カ ル シユー ム」及 ビ燐 ガ骨

折 治癒 經 過 ト一定 ノ關 聯 ヲ有 シテ消 長 スル モ

ノナ ル事 ハ夫 々Koeching, Luigi,萩 原,大

野,佐 伯,武 田,難 波,井 波,或 ハFisdall a.

Harris, Stanoski, Gyorgy u. Sulger,萩 原,

大 野,武 田,難 波 ニ ヨ リテ證 明 サ レタ ル所 ニ

シテ更ニ 最 近Jimpe,難 波 等 ノ研 究 ニヨレ バ

血 液 中 ノ ミナ ラズ諸 種 ノ組織 即 チ肝臟,腎 臟,

腦 等ニ 於 テ モ亦 之ニ 伴 ヒテ「カ ル シユ ー ム」燐

ノ増 量 ヲ示 スモ ノ ナル ヲ知 リ,田 中 ハ同 樣 ノ

各 種臟 器 組 織 ノ燐 酸 分 解 酵 素 ノ著 明 ナ ル 増 加

ヲ モ認 メ得 タ リ ト云 フ.サ レ ド骨折 後ニ 於 テ,

内 分 泌 腺 ノ變 化 ヲ見 ル事 ヲ記 載 セ ル ハ前 述 セ

ル如 クEnrique, Goldner,秋 吉ニヨル 胸 腺

ニ於 ケル觀 察 ノ外,文 獻ニ 接 セズ シテ,從 來

不 明 ノ状態 ニ ア リタ リ.本 研 究 ハ上 記 ノ如 ク

骨 折 ノ 内 分泌 腺ニ 及 ボス影 響 ニ就 テ闡 明 スル

所 アル ト共ニ 更ニ 骨折 時ニ 於 ケル 内分 泌 腺 ノ

機 能 的 研 究 ニ向 ツ テ モ一 ツ ノ基 礎 的 事 實 ヲ提

供 シタ ル モ ノナ リ.

元來 骨 成 長 及 ビ骨 疾患 殊ニ 後 者ト 内 分 泌 腺

ノ障 碍 トノ因 果 關 係ニ 就 テハ 論 議 尠 カ ラ ズ.

殊ニ 佝 僂 病,纎 維 性 骨 炎,骨 軟 化 症,骨 質 脆

弱症 等ニ 於 ケ ル上 皮 小體 トノ關 係 ノ如 キ ハ其

ノ最 モ ナ ル モ ノニ シテ,其 ノ何 レガ因 ナ ル カ

將 タ果 ナ ル カニ關 シテ ハ 未 ダ實 驗 的證 明 ヲ缺

キ テ,其 ノ論 議 モ推 論 ノ域 ヲ出 デザ リ シガ 本
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研究ノ成績ハ骨疾患ト 内分泌腺 トノ因果關係

ニ向ツヲノ一面ノ實證 ヲ與ヘタルモノニシテ

是ニ 由リテ尠クトモ内分泌臟器 ノ變化ガ骨ノ

傷害乃至病變ニヨリテ惹起 セラルル事實 アル

事 ヲ確認 シ得ベシ.

從來骨折治癒ト内分泌 トノ關係ニ就テハ攻

究多々存在 スルモ,其 ノ大多數ハ内分泌機能

異常ノ骨折局所 ノ治癒機轉ニ及ボス影響 ヲ檢

シタルモノニシテ多數諸家 ノ見解ニヨレバ,

腦下垂體ハ假骨ノ形成,吸 收改造ニ,甲 状腺

ハ軟骨内假骨及ビ骨質吸收作用ニ,上 皮小體

ハ骨芽及 ビ假骨形成,骨 質添加ニ胸腺モ亦假

骨 ノ形成ニ重 大ナル影響アリトスルモノノ如

シ.

以 上 ノ知 見 ヨ リス レバ諸 内分 泌 腺 ハ 骨折 治

癒 機 轉 ノ進 行 ニ伴 ヒテ,恐 ラク其 ノ機 能 營 爲

ニ變 調 ヲ來 ス ベ キ ハ容 易ニ 推 測 サ レ得 ル所 ニ

シテ,本 實 驗 ハ實ニ此 考 察 ヲ裏 書 キ セル モ ノ

ト謂 フベ シ.

要 之,内 分 泌諸 臟 器 ガ骨 折 治 癒機 轉ニ 密 接

ナ ル關 係 ヲ有 ス トセル諸 家 ノ知 見竝ニ 本 實 驗

ニ於 テ,證 明 セル 内 分泌 腺ノ 變 化 ガ 骨折 治癒

ノ諸 期ニ 對 應 シテ推 移 ス ル事 實ニ 徴 ス レバ,

骨 折 後 ニ於 ケル諸 内 分 泌 腺 ノ組 織 學 的變 化 ハ

明 カ ニ其 ノ機 能變 調 ノ表徴 ニ シテ,而 モ 其 ノ

意 義 タル ヤ單 ナ ル被 働 的現 象ト 解 スベ キニ非

ズ.恐 ラ ク骨 折 治 癒 機 轉 ニ向 ツテ能 働 的ニ 關

與 セル機 能状 態 ノ形 態 學 的 表現 ト見做 スヲ妥

當 トスベ シ.

Gazaハ 創傷 治 癒 機 轉 ハ物質 代 謝 機 轉 ナ リ

トシ,Bier, Schade, Gaza, Seemen, Burger

u. Grauhan等 ノ系統 的研 究 ニ ヨ レバ,一 般

ニ創 傷 ハ局 所的 機 轉 タ ルニ 止 マ ラズ,全 身 的

ニモ汎 ク諸種 ノ機能ニ影響 ヲ與 フルモノナ リ

ト云 フ(Lauberニヨ ル).骨 折時ニ於テモ以

上 ノ如キ關係ハ同樣ニ存 スベク.全 身的影響

ノ一 トシテ内分泌腺ニ對應的機能變調ノ招來

セラルベキハ容易ニ首肯サルル所ナリ.

由是按之,骨 折治癒機轉ニハ局所的治癒機

轉 ノ外ニ全身的治癒機轉ヲ伴フモノニシテ,

諸内分泌腺ハ骨折時其 ノ治癒ニ 向ツテ主要ナ

ル機能 ヲ營爲 スベク多腺性ニ活動スルモノト

思惟 セラルルナ リ.

第5章 結 論

1) 白鼠 ノ大腿骨 ヲ骨折セシムレバ内分泌

諸臟器ニ一定 ノ組織學的變化ヲ招來ス.

2) 骨折白鼠ニ於ケル内分泌諸臟器ノ變化

ハ骨折局所ニ於ケル治癒機轉 ノ進行ト關聯 シ

テ消長ス.

3) 骨折白鼠ニ於ケル腦下垂體前葉 ノ好酸

性細胞,好 鹽基性細胞及 ビ分化性嫌色細胞ハ

骨芽分化ノ旺盛期ニ於テ一樣ニ増加 シ,骨 芽

分化 ノ減退期ニ一致 シテ減少ス.主 細胞ハ骨

芽分化旺盛期ニ於テ減少最モ著シ.

4) 腦下垂體前葉 ノ好酸性細胞,好 鹽基性

細胞及 ビ分化性嫌色細胞ノ顆粒融解型及 ビ顆

粒活動型ハ骨芽分化機轉ノ盛衰 ト歩調 ヲ共 ニ

シテ出現消長ス.

5) 腦下垂體 中葉細胞肥大型ノ出現 ハ骨質

吸收 ノ消長ト略 ボ一致ス.

6) 骨折白鼠ニ於ケル甲状腺ハ膠樣質ノ液

化吸收ヲ來ス.此 所見ハ骨質吸收機轉ノ程度

ニ殆 ド全ク一致 シテ増強減弱 ス.

7) 骨折白鼠ニ於ケル上皮小體 ハ主細胞 ノ

肥 大透明化ヲ來ス.此 所見ハ骨質添加機轉 ト
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略ボ併行シテ消長ス.

8) 骨折白鼠ニ於ヶル胸腺皮質小細胞ノ密

度ハ其ノ變化著明ニハ非ザルモ骨質吸收機轉

ノ消長ト併行 シテ動搖スルモノノ如 シ.

9) 骨折白鼠ニ於ケル胸腺ハ「ハ」氏小體ノ

新生及 ビ肥大ヲ來ス.此 變化ハ骨折治癒前期

ニ於テハ骨芽分化及ビ骨質添加ト,骨 折治癒

後期ニ 於テハ骨質添加ト略ボ其ノ消長 ヲ同ウ

ス.

擱筆 スルニ臨 ミ恩師田部教授 ノ御懇 切ナル

御指 導 ト御校閲 ヲ深謝 ス.
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附 圖 説 明

Fig. 1. 骨折治癒第I期(第6例)

骨芽組織 ノミ増生

Zeiss 10×7 H.-Eosin染 色

Fig. 2. 骨折治癒第II期(第9例)

骨芽組織 ノ分化初期,直 接骨分化旺盛,

骨質添加僅 ニ認 メラル

Zeiss 10×7 H.-Eosin染 色

Fig. 3. 骨折治癒 第III期(第15例)

骨芽分化殊ニ 軟骨性骨分化旺盛,一 部

ニ骨質添加旺盛

Zeiss 10×7 H.-Eosin染 色

Fig. 4. 骨 折治癒第V期B群(第52例)

骨芽 分化僅ニ 殘存.骨 質添加旺盛,骨

質吸收減弱

Zeiss 10×7 H.-Eosin染 色

Fig. 5. 骨折治癒第V期C群(第57例)

骨芽分化僅ニ 殘存,骨 質吸收旺盛,骨

質添加減弱

Zeiss 10×7 H.-Eosin染 色

Fig. 6. 骨折治癒第VI期(第62例)

骨芽分化ハ全 ク消失,骨 質添加旺盛,

骨質吸收甚ダ減弱

Zeiss 10×7 H.-Eosin染 色

Fig. 7. 腦 下垂體前葉(對 照第19例)

A. 好酸性細胞

B. 好鹽基性細胞

H. 主細胞

Zeiss 90×7 Mallory氏 染色

Fig. 8. 骨折 治癒 第II期(第7例)ニ 於 ケル腦下

垂體前葉

A. 好酸性細胞,略 ボ正常

A'. 同 上 顆粒融解 減少,胞 體萎小

A". 同 上 顆粒融解,胞 體周邊ニ 顆粒

有 ス

A'''. 同上 顆粒融解,稍 々膨 大
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B. 好鹽基性細胞.肥 大

B'. 同上 顆粒融解,膨 大

C. 分化 性嫌色細胞,顆 粒融解稍 々膨

大

Zeiss 90×7 Mallory氏 染色

Fig. 9. 骨折治癒第III期(第15例)ニ 於 ケル腦

下垂體 前葉

A. 好酸 性細胞,略 ボ正常

A'. 同上 顆粒融解

A". 同上 顆粒融解,膨 大

A'''. 同上 甚ダ疏 ナル顆粒新生

B. 好鹽基性細胞,肥 大

B'. 同上 顆 粒融解,著 膨 大

C. 分化性嫌色細胞,顆 粒融解,膨 大

Zeiss 90×7 Mallory氏 染色

Fig. 10. 骨折治癒第V期C群(第57例)ニ 於 ケ

ル腦下垂體前葉

A. 好酸性細胞,顆 粒増加

B. 好鹽 基性細飽,稍 々肥 大

H. 主細胞

Zeiss 90×7 Mallory氏 染色

Fig. 11. 腦下垂體 中葉(對 照第19例)

Zeiss 40×10 Mallory氏 染色

Fig. 12. 骨折治癒第IIII期(第28例)ニ 於 ケル腦

下垂體中葉

肥大 且透 明性著増

Zeiss 40×10 Mallory氏 染色

Fig. 13. 甲状腺(對 照第14例)

Zeiss 20×7 H.-Eosin染 色

Fig. 14. 骨折治癒第IIII期(第25例)ニ 於 ケル甲

状腺

膠 樣質 ノ液化竝ニ 吸收稍 々著明

Zeiss 20×7 H.-Eosin染 色

Fig. 15. 骨 折 治 癒 第V期C群(第57例)ニ 於 ケ

ル 甲状 腺

膠 樣 質 ノ液 化 竝 ニ 吸 收旺 盛

Zeiss 20×7 H.-Eosin染 色

Fig. 16. 骨 折 治癒 第VI期(第61例)ニ 於 ケル 甲

状 腺

膠 樣 質 濃厚,蓄 積 甚 ダ シ

Zeiss 20×7 H.-Eosin染 色

Fig. 17. 上 皮小 體(對 照 第15例)

Zeiss 40×10 H.-Eosin染 色

Fig. 18.骨 折 治癒 第II期(第10例)ニ 於 ケル 上

皮 小體

主 細 胞 肥 大 及 ビ透 明 性 稍 々増 加

Zeiss 40×10 H.-Eosin染 色

Fig. 19. 骨 折 治 癒 第III期(第21例)ニ 於 ケ ル上

皮 小 體

主 細 胞 ハ水 樣 透 明,増 大

Zeiss 40×10 H.-Eosin染 色

Fig. 20. 骨 折 治 癒 第IIII期(第26例)ニ 於 ケ ル上

皮 小 體

主 細 胞 肥 大 ア ル モ疏 ナル 顆 粒 増 加

Zeiss 40×10 H.-Eosin染 色

Fig. 21. 骨 折 治 癒 第V期C群(第57例)ニ 於 ケ

ル上 皮 小 體

主細 胞 胞體 縮 小

Zeiss 40×10 H.-Eosin染 色

Fig. 22. 胸 腺(對 照 第4例)

Zeiss 40×7 H.-Eosin染 色

Fig. 23. 骨 折 治癒 第III期(第17例)ニ 於 ケル 胸

腺

「ハ」氏 小體 著 明 且 増 大

Zeiss 40×7 H.-Eosin染 色
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